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はしがき 

田辺欧 

今年 2024 年の幕開けは最悪だった．元日に能登半島を襲った大震災．翌日起こった羽田

空港での飛行機衝突事故．現場に居合わせずとも心に受けた衝撃は大きかった．11 年前の

東日本大震災，29 年前の阪神淡路大震災の光景がまざまざと蘇った．なぜ地震はいつも寒

い時期に起こるのだろう．津波にさらわれた人たちが今も冷たい海を彷徨っていることを

思うと，関西ごときの寒さに震える自分が情けない．明日 2 月 5 日が最終授業となり，その

後ゼミ論集の編集作業が予定されている．寒さが続くなかにも立春がおとずれ，いくばくか

の温もりが感じられるようになることを願わずにはおられない．

今年度の第 1 期は新 3 年生の数がスウェーデン文学ゼミは１人のみだった．4 年生はスウ

ェーデン，デンマークともにほぼ同数であった．そのため，第１期は学年別で，第 2 期は言

語別でゼミを分けた．またデンマーク文学ゼミの方には，今年度は久木田さんが新たに院生

として加わり，学部の授業の TA としても大いに貢献してくれた．第１期の 4 年生の授業は

ほぼ毎回卒論の進捗発表にあてたが，発表の舵取りが今ひとつうまくできなかった点は大

いに反省すべきことである．一方 3 年生の授業では文学テクスト読解の基礎を学ぶことに

時間を費やし，原語の文学テクスト読解までには至らなかったのが悔やまれる．その後夏休

みを挟んで，複数名がスウェーデン，デンマークへと留学に赴き，複数名が留学先のデンマ

ーク，スウェーデンから帰国した．メンバーが入れ替わったところで，第２期からは例年通

り，言語別のゼミ運営にもどした．両ゼミとも，原語の詩を読み，訳し，解釈することから

授業を始めた．デンマーク文学ゼミでは昨年に引き続き Søren Ulrik Thomsen（セーアン・ウ

ルリク・トムスン）の詩集『最悪なこと最高なこと』Det værste og det bedste を扱い，今年度

でやっと 21篇からなる詩集を訳し終えることができた．スウェーデン文学ゼミでは梅谷先

生担当の講読の授業との協業を計画していたため，Karin Boye（カーリン・ボイェ）の詩集

数編から代表作を選ぶこととなった．女性詩人ボイェの詩は，昨年の詩人オーケソンと同様，

解釈に難儀する場面も多々あったが，いずれの担当者もボイェの思想にも触れつつ実に深

い読みを披露してくれたのではないかと思う．この詩訳には，今年度はまだ休学中である影

山くんも参加してくれたことが嬉しかった．

また今年はスウェーデン文学ゼミ，デンマーク文学ゼミ共にそれぞれ卒論が 2 本ずつ，合

計 4 本が提出された．それらの要旨もこのゼミ論集の最後に収められているので，3 年生は

あらためて先輩たちの努力の賜物から大いなる刺激を受けてほしいと思う．

今年度は院生の久木田さんが編集作業の責任を担い、久しぶりにゼミ生がみな校正作業

に関わってくれた．表紙はデンマーク語の 4 年生，永瀬さんが飾ってくれた．毎年文学ゼミ

には芸術的センスに溢れた学生さんが表紙を担当してくれる．今年の表紙にも春、そして新

たな旅立ちを祝う趣きを感じさせる．久木田さん，永瀬さん，そしてゼミ生全員に心から感

謝します．本当にありがとう． 
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第一部  

北欧の詩  

 

デンマーク編  

Søren Ulrik Thomsen－Det værste og det bedste (2002)
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ⅩⅤ 

 

De t  beds te  i  min  barndoms bundfrosne v in t re  

hvor  mørke t  masede  mod ruderne  og  v inden  bed  som en  hes t  

var  ru teb i lens  d i r rende  verden  

a f  varme og  lys  og  gy lden t  p ly ds  

 

v i  g ravede  P jevs  ned  i  Ninas  have  

i  snes torm under  en a fp i l le t  hy ld  

og  de t  beds te  e r  a t  snar t  v i l  den  b l omstre  

som en  duf tende  h immel  over  hans  søvn  

 

de t  beds te  e r  ho te l le rnes  nav ne  -  

Metropol i tan ,  Car l ton ,  Kempinsk i  og  Ri tz  

Savoy,  Be l levue ,  Exce ls io r,  Park  

Astor ia ,  Grand  og  At lan t ic  S ta r  

 

Imper ia l  Garden ,  Pa la tz ,  Cosmopole  

Paramount ,  Fønix ,  Hannover  Hof  

samt  Royal  Cana dian  Res idence  Tower  

 

bades t randenes neds l id te  tomhed  

e r  beds t  en  mørknende  dag  i  november  

hvor  lysene  f ra  den  anden  s ide a f  sunde t  s imrer  

 

beds t  kunne  jeg  tænke  mig  a t  skr ive  en  sa lme  

en  vuggesang  og  en  sp ionroman fu ld  a f  s tøvregn:  

 

Det  e r  de t  beds te  fo r  mig .  
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ⅩⅤ 

 

子ども時代の凍てつく冬  

暗闇が窓ガラスを押しつぶし，疾風が噛みつく  

最高だったのは長距離路線バスの振動する世界の  

 温もりと光とビロードの金色の座席  

 

俺たちはニナの庭に猫の Pjevs を埋めた  

吹雪の中，皮がはがれたニワトコの木の下に  

最高なのは，まもなく花が咲いて  

あいつが眠る上に香り高い空が広がること  

 

最高なのは，ホテルの名前－   

メトロポリタン，カールトン，ケンピンスキー，リッツ  

サヴォイ，ベルビュー，エクセルシオール，パーク  

アストリア，グランド，アトランティック・スター  

 

インペリアル・ガーデン，パラッツ，コスモポール  

パラマウント，フェニックス，ハノーバー・ホフ  

ロイヤル・カナディアン・レジデンスタワー  

 

 ビーチのわびしさは  

11 月の暗い日に最高だ  

海峡の向こう側の光がゆらめくとき  

 

思いつく最高のことは，賛美歌，  

子守唄，霧雨に満ちたスパイ小説を書くこと：  

 

 それが俺にとって最高なこと．  

(久木田奈穂  訳 )  
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分析と考察  

久木田奈穂  

 

1.  はじめに  

 この詩は，暗くて寒いデンマークの冬をテーマとしていながら，そのな

かにある最高だと思えるような事柄を描き出している．その際には対比の

構造が多用されるほか，時間や空間的な広がりを感じさせる俯瞰的な視点

も特徴的であるといえよう．以下では，その対比の構造や俯瞰的な視点に

ついて，簡潔な分析を試みる．  

 

2.  対比の構造  

 第 1 連では，厳しく荒々しい冬の気候と，バスの中の温かみのある風景

が対置されている．凍てつく冬の世界が外側から力強く窓に迫ってくるこ

とによって，バス車内の暖かい室温や柔らかい光，手触りの良い座席の温

もりが際立つ．  

 第 2 連では，「俺たち」が荒んだ冬の庭の中に，愛猫の亡骸を埋葬する．

この悲しく冷たい光景もまた，温かさと対比されている．「「俺」は，季節が

過ぎ暖かくなった庭に思いをはせ，墓の上に美しいニワトコの花が咲いて

香りが立ち込めるさまを想像する．夏の庭の光景と愛しいものを偲ぶ温か

な気持ちが，冬や死の暗く冷たさと印象的なコントラストを生む．  

 第 5 連では，11 月のビーチが描写される．一般的にはこの時期のビーチ

は夏の賑わいが去った寂しいものと受け取られるが，「「俺」はたいそう気に

入っているようである．対岸の建物の光が澄んだ冷たい空気の中で揺らぎ

瞬く光景は，静かでありながらきらめきを秘めている．ここでは，夏の暑

く活気に満ちたビーチと 11 月の人気がなく寂しいビーチが対照されるこ

とで，寂しく物静かな趣きの中に美しさを見出す詩人の感性が光る．  

 これらのように，温かさと冷たさ，明るさと暗さ，そして夏と冬が対比

されている構造は，北欧の世界観に通じるものを感じさせる．  

 

3.  俯瞰的な視点①時間  

この詩には冬という時期がテーマの基底にあるが，目下の冬とは異なる

時期を暗示する表現が多数含まれていることで，時間的な奥行きが感じら

れる．まず，第 1 連の子ども時代の冬は過去の思い出なのであろうし，第

2 連の冬の日もまた過去形で綴られていることから，過去の出来事である
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可能性がある．続いて，冬とは異なる時期を連想させるものには，第 2 連

のニワトコの花が咲く夏，そして第 5 連のビーチが賑わう夏が挙げられよ

う．  

 

4.  俯瞰的な視点②空間  

この詩には空間にまつわるテーマも複数見出すことができる．  

まず，第 1 連でのバスの描写は，第 3，4 連にも関係していることが考え

られる．詩集の挿絵をみると，列挙されているホテルの名前はバスに掲載

された広告として描きこまれている．バスは交通手段として，そして旅行

に駆り立てるものとして移動へと誘う．  

続いて，境界を感じさせるものがある．第 5 連では，海峡の対岸が登場

するが，光を発する街並みとこちら側のビーチは，海によって隔てられて

いる．また，メタファーを含むものとして，生と死の境界が挙げられよう．

第 2 連の死んでしまった Pjevs は死者の世界に渡ってしまった存在であり，

今を生きる「俺」との埋められない距離は明白である．  

最後に，精神的な意味における距離にも触れておきたい．第 3， 4， 6 連

で扱われるホテルや創作物の名前は，ともに旅行や執筆を楽しむ姿を想像

させるという点において，現実との距離感を生じさせる効果があろう．  

 

5.  俯瞰的な視点③詩集全体との関係  

詩集全体とこの詩の関係についても触れておくと，同詩集には第 5 連に

登場した猫の名前である Pjevs がこの詩の他に 2 度登場したほか (Ⅵ，Ⅻ)，

猫に触れたものが一篇 (Ⅶ)ある．これらが同じ猫を指しているとすれば，

「俺」は仔猫の頃にこの猫を迎えてから可愛がって共に生活をしていたよ

うである．この詩の第 2 連では Pjevs にまつわる詳しい描写は含まれてい

ないが，本詩集を通して読んできた読者にとっては，愛猫を失った「俺」

の悲しみの深さと思いやりの温かさが重みを増して訴えかけてくることで

あろう．  

 

6.  おわりに  

これまで，対比の構造と俯瞰的な視点という 2 点に着目して分析を試み

てきた． Søren  Ulr ik  Thomsen は，対比の構造や俯瞰的な視点を駆使し，暗

い世界にある一筋の光を巧妙かつ多面的に描き出す詩人であるといえよう．

本稿で分析してきたように，この詩は，同じく Det  værs te  og  de t  beds te に
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収録された他の詩と比較することや北欧の世界観を踏まえることで，さら

に深く味わうことができるのではないだろうか．  
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XVI 

 

De t  værs te  e r  når  en  gådefu ld  d røm  

hvor  e t  ans ig t  i  ende løs  s lowmot ion  vendes  mod mi t  

ikke  v i l  s tandse  ved  søvnens  grænse   

               men  for tsæt te r  dagen  igennem  

 

ven tevære lse r  med  brun t  l ino leum  

mat te rede  ruder  og  en  duf t  a f  æ te r  og  gæld  

e r  de t  værs te   

 

de t  værs te  e r  a t  du  jo  t igger  mig  om  

a t  synes  du  e r  l ige så  l ider l ig t  lækker   

som dengang v i  to  var  sy t ten å r  

 

de  dage  hvor  a l le  man  se r  på  gaden e r  g r imme  

fo rd i  man  se lv  e r  godt  g r im indeni  e r  de  værs te  

 

de t  værs te  e r  når  ka lenderen  e r  tung  a f  a f ta le r  

 

a t  f inde  e t  overkør t  p indsv in  

med  indmaden  væl tende  ud  a f  den b løde bug  

e r  de t  værs te  

 

de t  værs te  e r  når  jeg  ganske  godt  ved   

a t  jeg se lv  har  snydt  en  l i l le  smule  

fo r  a t  opnå  en lu rve t  gev ins t :  

         

        De t  e r  de t  værs te  fo r  mig .  
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最悪なのは，謎めいた夢  

ある顔がどこまでもゆっくりと俺の顔に向けられて  

それは眠っている時にとどまらず  

    その日，一日中続くのだ  

 

茶色いリノリウムが塗られた床の待合室  

くすんだ窓ガラスとエタノールのにおいと借金  

これらは最悪だ  

 

最悪なのはお前が俺にすがってくること  

私もまだいけるでしょ？って  

俺たちが１７歳だった頃と同じように  

 

街で見かける人々全員が醜く見えてしまう日々  

それが自分自身の内面がちょっと醜いせいだというのは最悪だ  

 

最悪なのはカレンダーが予定でいっぱいになっている時  

 

轢かれたハリネズミに出くわしてしまうこと  

その柔らかい腹からは内臓が飛び出している  

これは最悪だ  

 

最悪なのは，俺が身に染みてよくわかっている時  

自分がほんの少し不正を働いてるということを  

つまらない利益を得るために：  

 

    これが俺にとっての最悪だ．  

 

(高木愛奈「訳 ) 
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分析と考察  

高木愛奈  

 

1．はじめに  

 この詩は，Det  værs te  og  de t  beds te  の 16 番目にあたる詩で，作者の人生

を悪くするものである ‘de t  værs te ’ (最悪なもの )が直接的に列挙されている

詩である．一つの領域に属する事柄について書かれているのではなく，あ

らゆる領域の事柄を織り交ぜられている，ということが本詩の特徴として

考えられる．ここでは，各連の分析を行いながら，本詩で挙げられている

「最悪なもの」について一つひとつ明らかにしていきたい．  

 

2．各連の考察  

 第一連は，作者がおそらく見たのであろう，ある謎めいた夢について描

写されている． ‘gådefu ld’「謎謎めいた）と表現されているが，夢の内容の説

明に関して，‘en  ans ig t ’ (ある顔 )という飾り気のない単語を主語に用いるこ

とで，読み手にも不可解な印象を与える．その謎の夢が一日中続くことが

最悪だと作者は言う．見た夢のことが一日中頭から離れないといったこと

は，誰もが経験したことがあるだろう．作者にとっても夢に一日中囚われ

てしまうことは不快なことなのだ．  

 第二連は，四つの最悪なものが列挙されている．前半三つは，病院を髣

髴とさせるものたちである．待合室，くすんだ窓ガラス，そしてエタノー

ルのにおいという言葉から作者の診察を待っている状況を言おうとしてい

ると考えられる．また，四つ目に挙げられている ‘gæld’(借金 )だが，デンマ

ークにおいて医療費は基本的に無料であるため，この語はおそらく「病院」

とは関係がない．作者は，抱える様々な問題をこの ‘gæld’という語で表し

ているのだ．  

 第三連は，作者のおそらくパートナーであろう女性について描写されて

いる． ‘dengang  v i  to  var  sy t ten  år ’「謎私たちが 17 歳だった時）では，作者と

相手の間に何か特別な関係や体験が過去にあったことを示唆している．ま

た，‘ l ider l ig t ’ (好色な ) ‘ lækker ’「謎性的力力のある）という語から，その相手

は，作者にとっての恋愛関係にある女性であることが推測される．その女

性に，昔と変わらない気持ちを求められ，過去の関係を再び経験すること

への作者の複雑な感情が示されている．  

 第四連は，他者への見方と自己評価についての内容である．人々が外見
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的に醜いように見える日は，自分自身も内面的に醜いからだと述べている．

自分自身が内面的に嫌な状態にある場合，周囲の人々も醜く見えるという

考えを示している．ふつうは，実際に目に見えない自身の内面の醜さが，

他人の外見の見方に反映されることで見えてしまう瞬間に対する感情が表

現されている．  

 第五連は，カレンダーが予定でいっぱいになることが最悪だと述べられ

ている．予定が詰まり，忙しさやストレスが増え，余裕がなくなることは

作者にとって憂鬱なことなのであろう．  

 第六連では，かなり過激で不快なイメージが描写されている．特に，

‘ indmaden væl tende  ud  a f  den  b løde  bug ’(柔らかい腹から内臓が飛び出して

いる )という表現は，非常に衝撃的な光景を想像させる．このような光景は

人々に，心に残る強烈な印象を与える．作者は人生で不運な出来事の例と

して極端な状況を示すことで，何か不幸な状況に陥った時のショックや絶

望を表現し，読者にも強い印象を与えていると考えられる．  

 第七連は，自分の良心に対する葛藤が表現されている．不正をして利益

を得ようとしていることを自分でよくわかっていることが最悪だと述べて

いる．また，その不正がつまらない利益しかもたらさなかったことに，そ

の行為の意味の無価値さを示唆している．そして，その利益が得られた代

償として，内面的な喪失感や後悔という結果しかもたらさないということ

を暗示していると考えられる．最終的に，その不正という行動が作者にと

っての精神的な重荷や負担となっていることが最悪なのだろう．  

 以上がこの 16 番目の詩で挙げられている ‘de t  værs te ’(最悪なもの )であ

る．  

 

3．まとめ  

 この詩では， 1 章で述べたように，夢と現実，過去と現在，自己評価と

他者への見方など，あらゆる領域の要素が交錯している．作者の心の葛藤

や苦悩，そして様々な状況に対する感情を様々な場面やイメージを通じて

表現している．作者にとって最悪なものとは，日常においてあらゆる場面

で出くわすものであり，身近な存在なのであろうと私は考えた．また，一

般的に不快なものと考えられる事象をも描写することで，読者に対して共

感を求めているのではないだろうか．  
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インターネット上の資料  

Forfa t te rweb .h t tps : / / fo r fa t te rweb .dk /overs ig t / thomsen -soren-

u l r ik /zsu thomsen06 (2024 年 1 月 14 日最終確認
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XVII  

 

Det  beds te  e r  når  de t  akkura t  lykkes  

a t  udholde  h je r te ts  hamren i  b rys te t  

og  med e t  ånde  le te t  op  

 

den  dag  jeg sad  for res t  på  s tangen  a f  fa rs  hø je  cyke l  

og  han  s log  regns lag t  ud  over  s ty re t   

så  jeg  svævede  t ryg t  t i l  lyden  a f  h ju lenes  susen  

og  dråbernes  p r ikken  over  mi t  hoved  var  beds t  

 

de t  beds te  e r  lu f thavnes  vælg t løse  verden   

hvor  a l le  s teder  mødes  i  in te t  

 

o rd  som je rn lunge,  syvsang  og  pont i f ika t  

samt  skar lagen,  mosegr is -og  sa rkofag  

e r  de  beds te  

 

de t  beds te  e r  a t  s idde  og  b lade  d is t ræt  i  en  bog  

mens  man  ly t te r  t i l  sp r ingvande ts  p lasken  i  parken  

 

fo r  nu  e r  de t  maj  og  igen  må man spørge  s ig  se lv  

om va lmuens  fo rnemrne  n ikken  

e l le r  mælkebøt tens  l i l l e ,  v i lde  b rand  e r  beds t?  

 

de t  beds te  e r  a t  jeg  se lv  på  de  værs te  

dage  e r  nysger r ig  e f te r  i  morgen  

 

Det  e r  de t  beds te  fo r  mig .   

  



 16 

 

 

最高なのは,「胸を押しつぶすものにうまく耐え切り,「 

ほっと息をつくときだ  

 

お父さんの高い自転車についた棒の先に座って  

彼がハンドルにレインカバーをかけたあの日  

車輪のギリギリ音と俺の頭に落ちる水滴の音を聞きながら  

安全に揺られていたことが最高だった  

 

最高なものは,「全ての場所が何にもないところで  

出会うような空港の無重力の世界  

 

鉄の肺,「7 つの歌,「教皇といった言葉  

緋色,「湿地の豚,「そして石の棺も同様だ  

これらは最高だ  

 

最高なのは,「座ってぼんやりしながら本をめくること  

公園で噴水の水が跳ねているのを聞きながら  

 

なぜなら今やもう 5 月だ ,「そして  

ヒナゲシが美しく風に揺れていることか  

タンポポの小さい野性の花が炎のように咲き誇ることの  

どちらが最高なのか？ということについて  

考え直さなければならない  

 

最高なことは,「最悪な日でも俺自身が  

明日に興味があるということだ  

 

これが俺にとって最高だ.「 

 

(河合明日香 「訳 ) 
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分析と考察  

河合明日香  

 

1.「Det  værs te  og  de t  beds te  17 番目の詩について  

 本詩では ,「 作者のトムスンにとって最高なものについて描かれている .「

最初の連で抽象的な概念,「 2 連目で具体的な過去の出来事,「 3 連目と 4 連

目では具体的ではありつつも,「名詞句だけで構成された一度読んだだけで

は意味が取りづらい内容,「 5 連目と 6 連目では具体的かつ状況描写も容易

な現在の出来事,「 7 連目で再度抽象的な概念,「 8 連目ですべての詩に書か

れている決まり文句を入れる,「というスタイルが取られている.「抽象から

具体の描写がはっきりと分かれており,「更に具体の中でも 2 連目と 3「・4 連

目と 5「・6 連目で異なるテイストを持つ.「これらのバランスが丁度良く,「ど

こかひとつの連の印象が強くなりすぎることがない .「読む連によって読ん

だときの印象が全く異なる,「読み応えのある詩である.「 

更に奇数連目は det  beds te～から詩が始まり,「 第 8 連目を除く偶数連目

は beds t(或いは beds te)で終わっているところにも ,「 筆者のこだわりを感

じる.「 

 

 2 連目では雨の日に父の自転車に乗り,「 その時に聞いた音が「最高だっ

た」と述べられている .「 しかし音を中心とした描写であるにも関わらず ,「

雨の日ならではのどこか静かで落ち着いた,「ほっとするような雰囲気を読

み取ることができる.「 

この連は ,「 現在形の動詞ばかりが使われているこの詩の中で唯一過去

形が使われている箇所で,「彼の父親との思い出が如何に特別で大切なもの

であったかを窺うことができる.「 

 

 3 連目では「全ての場所が何もないところで出会う」「空港の無重力の世

界」という一見現実にはあり得ないようなものが描写されている.「しかし

細かく考察してみると,「筆者の描きたいものが見えてくる.「 

 空港の無重力の世界とは,「様々な国の人が集まり自分のバックグラウン

ドが無視されるような,「或いは搭乗ゲートを過ぎればどこの国にもいない

ような,「まるで足元が浮いたかのような不安定な状態になる空港の特殊さ

を表していると考えられる.「そして精神的な場所も含め,「あらゆる場所が

空港という不安定なところで出会う＝つまり不安定な場所に居場所を見つ
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けるということを示しているのではないだろうか .「一見不安定な場所に居

場所を見つけることは良くないことのように思えるが,「自分の過去の一切

を考えなくて良い場所に身を置くことは時に安心に繋がり得る.「 

 4 連目は単語が 7 つ羅列されている箇所で,「 これらの単語の意味や発音

に共通項は見られない.「詩の中心にあたる第 4 連目で,「後半の明るい表現

に入る前のスパイスのような役割を果たしている.「 

 3「・4 連目は共に名詞句,「或いは名詞のみで構成されており,「読者に淡々

とした印象を与える.「 

 

 5 連目では,「 公園の噴水付近で本を読んでいる風景がありありと浮かん

でくる.「 

続く 6 連目は,「 5 月の自然の中で,「美しく風に揺れるヒナゲシか,「小さ

く咲き誇るタンポポのどちらが最高なのだろうかについて悩む情景が目に

浮かぶような内容となっている.「 

寒く暗い冬が長く続くデンマークでは ,「 暖かく明るい春はとりわけ喜

ばしいものである .「他の連や詩にしばしば見受けられる遠まわしで難解な

言い回しをせず,「比較的分かりやすいデンマーク語で書かれたこの連から

は,「純粋に麗らかな春を楽しんでいる筆者の様子を窺うことができる.「 

また 5「・6 連目は 3「・4 連目とは異なり,「文で構成されている.「そのため,「

先程の連に比べると温かい印象を読者に与える.「 

 

2.「まとめ  

 特殊な構造である 2・ 4 連目での描写を除き,「 筆者は苦しい状況が良い

状況に変わる時に最高だと感じることが多いと分かる.「 

 例えば,「 1 連目では緊迫した状態から安心した状態になることが,「 3 連

目では日常から離れて異世界のような場所に行く瞬間が,「 5 ,  6 連目では厳

しい冬から移り変わった春の出来事が,「最高だと描写している.「 

そのため 7 連目のように,「たとえ今日が最悪な日であっても,「次の日に

は良いことが起こるかもしれない ,「という希望を見出すことができるので

はないだろうか.
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XVIII  

 

De t  værs te  e r  a t  sp i l le  s ig  se lv  

fo r  a t  undgå  a t  tabe  s i t  s takke ls  ans ig t  

 

gensyne t  med  e t  gyse l ig t  d ig t  

jeg  gudhjælpen ig  se lv  har  skreve t  e r  værs t  

 

de t  værs te  e r  a t  tandha lsene  

så  småt  e r  begyndt  a t  g r ine  f ra  gummen  

 

undergrunds tog  der  p ludse l ig  s tandser  i  mørke t  

+„ l ivskuns tnere” e r  bare  de t  værs te  

og  de t  samme er  de t  a t  s idde  kede  

s ine  knogler  t i l  g rus  ved  ku l tu rkonferencer  

 

de t  værs te  e r  t i l  s ids t  i ndse  

a t  man  for længs t  har  mis te t  respek ten  

for  en  mand  man a l le rhe ls t  v i l  beundre  

 

a t  a l t ing  s tad ig  kan  ske  e r  de t  værs te  

 

de t  værs te  e r  a l le  de  genfærd  

der  f lakker  om i  min  le j l ighed  e f te rhånden;  

s l ingrende  skr id t  f ra  d ig  jeg  har  sv ig te t  

e t  s t re j f  a f  de t  sød l ig  åndedræt  

f ra  én  der  v i rke l ig  v i l le  mig ondt :  

 

         De t  e r  de t  værs te  fo r  mig .  
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XVIII  

 

最悪なのは自己を演じること  

ろくでもない面目を失わないようにするために  

 

ぞっとする詩との再会  

あろうことかそれを俺自身が書いたというのが最悪だ  

 

最悪なのは歯の付け根が  

少しずつぐらぐら笑い始めること  

 

闇の中で地下鉄が突如停止する  

プラス「丁寧な暮らし」はただただ最悪だ  

そして同じくは退屈して座っていること  

文化フォーラムで粉々になった骨で  

 

最悪なのは結局は悟ること  

人はとうに敬意を失っていたと  

最も尊敬したい男に対しての  

 

全てがいまだ起こり得るということは最悪だ  

 

最悪なのはありとあらゆる亡霊  

次々と俺のアパートをうろつきだす  

俺が見捨てたお前の覚束ない足取り  

甘ったるい息遣いが微かに触れる  

本当に俺を痛めつけようとしたヤツが  

 

        それが俺には最悪なんだ  

 

(髙橋香 「訳 ) 
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分析と考察  

髙橋香  

 

1．はじめに  

 Søren  Ulr ik  Thomsen の詩集 Det  værs te  og  de t  beds te『最悪なものと最高

なもの』の 18 番目に当たるこの詩には，日々の生活で「最悪だ」と感じる

瞬間が書き連ねられている．特に，「俺」の過去や未来と深い関連性を持つ

出来事が数多く登場している．また，突如として起こる出来事によっても

たらされる「最悪なもの」や，それとは逆に徐々に進行する出来事も見出

すことができる．そこで本稿では，時間の流れの描かれ方という点に注目

し，この詩の特徴を明らかにすることを試みる．  

 

2．現在から見た過去と未来  

 この詩の中の過去及び未来の出来事は，どちらも現在の視点から描かれ

る．以下で具体例を挙げながら，それぞれの情景を紐解いていく．  

第 2 連では，「俺」自身が過去に執筆した詩が登場する．この詩はぞっと

するようなものであるらしく，詩の執筆が現在の「俺」にとって喜ばしい

過去ではないことがうかがえる．  

 また，第 7 連で描かれるのは，「俺」が見捨てた「お前」の存在である．

「痛めつけようとした」と過去形で述べられている点を踏まえると，この

連に登場する亡霊たちは，過去に由来するものであることが推測できる．

過去に捨てた「お前」がパートナーなのか，それとも家族なのかは明言さ

れていないが，現在の「俺」を苦しめるイメージになっていることは確か

だろう．過去の経験が今になって「俺」を煩わすというところは，第 2 連

と共通している．  

 一方で，未来もまた，現在の「俺」にとって最悪なものである．第 1 連

は現在の状況を描写しているようにも読めるが，「面目を失わないようにす

る」という目的は，面目を失った未来の状況を想像するが故の行動かもし

れない．第 6 連では，全てがいまだ起こり得ることを最悪だとしている．

現在から未来を見て，何が起こるのか全く予測のつかない事実を憂いてい

るのである．  

 このようにして，現在にまで影響を及ぼす過去や，予測不可能な未来が，

詩全体に散見される．過去と未来がどちらも良いものではないという事実



 22 

を突きつけることで，それぞれの情景の苦々しい印象を深めているといえ

る．  

 

3．突然の出来事と徐々に進行する出来事  

 時間の流れに関連する着目点としてもう一つ取り上げたいのが，出来事

の進行する速度である．例えば，第 4 連では‘ pludse l ig’という単語が用

いられている．これは「突然に，急に」と訳される語で，「素早く起こる，

予期せず起こる」といった意味合いを含んでいる．地下鉄の停止が瞬く間

に起こったというだけでなく，「俺」の予測していない出来事だったことが

うかがえる．予測できないものが最悪だとして描かれる点は，前述した第

6 連とも通じるだろう．  

しかし，同じ連で語られる退屈した様子は，地下鉄の停止とは対照的で

ある．この光景には，急停止のような急激な動きは存在しない．また，退

屈しているという心境からは，興奮を巻き起こすような出来事が起こらな

いであろう状況が推測できる．予測不可能な何かが無いという点でも，地

下鉄の動きとは大きく異なる．「 

 段階的に進行する出来事は，他の箇所でも描かれる．第 7 連で，アパー

トの亡霊は「次々と」うろつき出す．該当箇所は，原文では‘ ef te rhånden’

と表現されており，この単語は「次第に，だんだんと」という意味で用い

られる．亡霊は突如として湧きだしたものではなく，徐々に動き出した存

在であることがわかる．そして，この亡霊と関連付けられているのが「息

遣いが微かに触れる」という短い時間の出来事である．ここでも，出来事

の進行速度の対比が際立っている．  

 

4．おわりに  

 本稿では，過去と未来，出来事の進行速度という二点に焦点を当て，詩

の中で時間の流れがどのように描かれているかをみてきた．全体を通して

読むと，二つの要素は，一見相反するものに思える．しかしながら，対照

的な二つはどちらも等しく最悪なものとされている．このことが，詩全体

に漂う失望や閉塞感を，より効果的に描き出しているといえるのではない

だろうか．  

 また，本稿では考察できなかったが，この詩には，詩集に収録された他

の詩との関連性が指摘できる部分も存在する．対照的なものを描いている

点は他の詩とも共通しており，繰り返し登場するモチーフも見られる．一
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例をあげると，‘ du’と書かれる人物は，各詩で同一人物かは定かではない

ものの，最高なものとしても，最悪なものとしても度々言及されている．

最悪なものと最高なものという正反対の二つに共通点を見出せるところは，

今回取り上げた一編の描かれ方とも通じているといえる．  

 

参考文献  

廣野由美子． 2005．『批評理論入門』．東京：中央公論新社．  

 

インターネット上の資料  

pludse l ig．Den Danske  Ordbog．  

 ht tps : / /o rdne t .dk /ddo/ordbog?query=pludse l ig (2024 年 1 月 15 日最終確認 )  
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XIX 

 

København  e r  beds t  s ids t  i  ju l i  

hvor  a l le  e r  re js t  og  te le fonen  ho ld t  op med  a t  r inge  

og  man går  ha lvnøgen  rundt  på s in  f je rdesa l  

og  hører  S tan Kenton  mens  v inden  ta r  i  de  våde  t ræer  

 

de  t re  beds te  bøger  i  mine  forældres  reo l  

var  B i l ledb ib len  a f  Gus tave  Doré  

Ero t ikkens  h is to r ie  og  Hjemmets  lægebog  (b ind  I -V)  

 

Det  beds te  e r  a t  synke  ned  i  e t  sko ldhedt  karbad  

og  a t  t i l t ræde  re jsen  i  morgenens  mørke  

 

mirakuløs t  a t  f inde  en  f i lmplaka t  

man  har  led t  e f te r  s iden  ’73er  de t  beds te  

 

de t  beds te  e r  a t  vågne med  panden  

hv i lende  mod d in  varme nakke  

 

a t  a l t ing  s tad ig  kan  ske  e r  de t  beds te  

 

de t  beds te  e r  tagenes  skors tensskov  

hvor  an tenners  sære skr i f t tegn  vokser  

 

a t  der  he le  t iden  har  være t  l id t  mere  

a f  ”de t  beds te”  end  a f  ”de t  værs te”  e r  beds t :  

 

Det  e r  de t  beds te  fo r  mig .  
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コペンハーゲンは， 7 月末が最高だ  

誰もが旅行に出かけ，電話も鳴り止む  

アパート 5 階の部屋を半裸で彷徨く  

濡れた木々に戦ぐ風と，スタン・ケントンのピアノの音色  

 

親の本棚にある最高の本 3 つ  

ギュスターヴ・ドレの聖書画集  

エロティシズムの歴史，家庭医学事典謎第 1 巻〜第 5 巻）  

 

最高なのは，火傷しそうなほどの熱い湯に浸かること  

そして朝の暗闇の中，旅に発つこと  

 

奇跡的に映画のポスターを発掘したことは最高だ  

73 年から探し続けていたんだ  

 

最高なのは，額の感触とともに目覚めること  

お前の温かい首筋
う な じ

に預けていた  

 

この全てがまだ起こりうるということが，最高だ  

 

最高なのは，屋根に生える煙突の森  

アンテナが象る奇妙な文字が伸びている  

 

「最悪だ」よりも「最高だ」のほうが  

いつも少しだけ多いということが，最高だ  

 

 それが俺にとって最高なこと．  

 

謎永瀬さくら  訳）  
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分析と考察  

永瀬さくら  

 

1 .  はじめに  

 この詩は，セーアン・ウルレク・トムスン謎 Søren  Ulr ik  Thomsen ,  1956 -）

による Det  værs te  og  de t  beds te『最悪と最高』謎 2002）の 19 番目，「最高な

こと」について綴った詩である．人気イラストレーターイプ・スパング・

オールスン謎 Ib  Spang  Olsen ,  1921 -1012）により，見開きの左側には物が溢

れる部屋でマグカップを片手に窓の外を眺めたり，バスタブに浸かったり

してくつろいでいる男性の姿が描かれ，右側には髪の長い女性の寝顔が描

かれている．  

トムスンはデンマークの片田舎で生まれ，16 歳のときに家族とともにコ

ペンハーゲンへ引っ越した．忙しなくも洗練された都市の雰囲気に圧倒さ

れたトムスンは，都市での孤独や疎外感をテーマとした詩集 City  S lang「『シ

ティ・スラング』謎 1981）で詩人としてデビューを果たした．このように，

トムスンの詩を読み解くにあたって，都市というテーマは欠かせないもの

である．  

また，この詩も含め『最悪と最高』に収められている詩には，非常に具

体的な物事が綴られている．とりわけこの詩では，他の詩に見られるよう

な対比構造は見出せず，個人的な事柄が羅列されている点も特徴の一つで

ある．オールスンによる挿絵も，身近で具体的な風景が描かれている．  

そこで本稿では，「都市の情景」，そして「具体的事象の羅列」という 2

点に着目しつつ分析する．  

 

2.  詩の分析  

2 .  1 .  都市の情景  

 第 1 連，第 7 連では，「最高なこと」として都市コペンハーゲンの情景が

描き出されている．しかしここで立ち現れるのは，典型的なコペンハーゲ

ンのイメージとは異なる姿である．  

第 1 連には，雑踏行き交う都会的な賑わいではなく，むしろ人気の少な

い落ち着いた雰囲気が漂っている．皆が休暇に出かける 7 月末のコペンハ

ーゲンでは，都会の喧騒も息をひそめる．煩わしい人間関係からも，この

ひと時だけは解放される．夕立だろうか，通り雨に降られた木々に戦ぐ風
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の音や，スタン・ケントン 1が奏でるジャズピアノの軽快な音に耳を傾ける

余裕がある．  

第 7 連で描かれるのは，屋根に設置されている煙突が，まるで森の中に

鬱蒼と茂る木のように聳え立っている風景である．アンテナは，読めそう

で読めない文字を象って立っている．トムスンはこの人工的な情景を，「森

謎 skov）」や「成長する；謎草木が）生い茂る，育つ」という意味を持つ「伸

びている謎 vokser）」という言葉で表現している．煙突やアンテナが濫立す

る無機質な都市の風景から，トムスンは森の静けさや植物の持つ生命力を

想い起こしているのだ．  

このようにトムスンは，都市に潜む静けさや自然の息遣いに耳を澄まし

ている．その背景には，彼の生い立ちが影響しているだろう．トムスンは

シェラン島南東部の海岸沿いステウンス・コムーネ謎 Stevns Kommune）に

ある，人口わずか 4000 人にも満たない町ストーア・ヒズィンゲ謎 Store 

Heddinge）で育った．トムスンはこの町のことを“ Store  fuck ing  Heddinge”

と呼び，初期の作品ではこの生い立ちから距離を置いていた．しかしのち

のインタビューで，「大人になるにつれて，ステウンスの風景が私の中のど

れほど深いところにあるのかわかった」 2と述べている．  

 どれほど都市の生活に染まろうと，トムスンの根底には田舎の情景が染

みついている．それゆえに，彼が紡ぎ出す「最高」のコペンハーゲンは，

都市でありながらもどこかひっそりとした穏やかさを湛えたものになって

いるのだろう．  

 

2.  2 .  具体的事象の羅列  

 第 2 連から第 5 連では，具体的な事柄が書き連ねられている．それぞれ

の連同士で関連性は見出せず，対比構造も持ってはいない．他の詩では具

体的な事柄だけでなく，抽象的な要素も組み合わさっているものもある．

しかしこの詩においては，トムスンにとって「最高なこと」が，本の題名

や 73 年，二人称代名詞「お前謎 din）」といった具体的な言葉で紡ぎ出され

ているだけである．  

 この具体的事象の羅列について，デンマークにおける文学の百科事典サ

イト Forfa t te rweb では，「それは生，死，芸術について普遍的なことを言お

 
1  スタン・ケントン謎 S t a n  K e n to n ,  1 9 11 -1 9 7 9）はアメリカ出身のジャズピアニス

ト．自らバンドを率いて，作曲・編曲家として数多の楽曲を手がけた．ウエストコ

ースト・ジャズの大きな潮流をつくった一人である．  
2  J eg  b r ø d  m ig  ik k e  s æ r l i g  m e g e t  o m  d e t  s o c i a l e  l i v  i  p ro v in s e n ,  m e n  so m  v o k s e n  e r  d e t  

g å e t  o p  fo r  m ig ,  h v o r  d y b t  d e t  s t ev n sk e  l a n d s k ab  h a r  s a t  s ig  i  m i g .  



 28

うとする試みではなく，日々を満たし，そのひとに跡を残す人生の大小の

出来事を留めようとしたものである」3と分析されている．すなわちトムス

ンは，この詩集を通して普遍的なテーマを探究しようとしたのではなく，

日常に溢れるあらゆる事象を詩として留めておこうとした．なぜならひと

つひとつの出来事がそのひとを形作っているからだ．   

 また，この詩集は販売部数 2 万部を超え，この記録はデンマークの詩集

としては前例のないことであった．その背景には，具体的であるがゆえに

イメージがしやすく，親しみやすいという点もあるだろう．しかし，これ

ほどまでに人気を集めたのは，やはり多くの人がトムスンの紡ぐ言葉に共

感したからではないだろうか．たしかにトムスン個人にしかわからないよ

うな固有名詞や数字は数多く現れるが，その個人的かつ具体的な描写の奥

深くに込められた感情や情景は普遍的なものである．特に第 5 連において，

ここでは「お前」と言う特定の人物が想定されているが，愛する人の首筋 4

に預けていた額の感触とともに目を覚ますというぬくもりに満ちた感覚は，

普遍的に受け入れられるものであろう．  

 

3.  考察  

 第 8 連では，この詩集全体のテーマと言えるものが綴られている．トム

スンは詩集の題名の通り，「最悪」と「最高」をテーマにした詩を交互に並

べている．「最悪」についての詩が 10 編，「最高」についての詩が 11 編で，

第 8 連にあるように，まさしく「最悪だ」よりも「最高だ」のほうが少し

だけ多くなっている．  

 ここでトムスンは，「最悪なこと」がないことが「最高だ」と言っている

わけではないことに注目すべきだろう．あくまでも，最悪なことよりも最

高のことのほうが「いつも少しだけ」多いことが，最高なのである．つま

り，最悪と最高を繰り返しながら，それでも「最高なこと」をほんの僅か

でも多く見出すこと，それがトムスンにとっての「最高」なのである．「最

高」だけを見るのでもなく，「最悪」だけを見るのでもなく，その両者を見

つめる眼差しをもっているからこそ辿り着ける「最高なこと」ではないだ

ろうか．  

 
3  D e t  e r  i k k e  e t  f o r sø g  p å  a t  s i g e  n o g e t  a l m e n g y ld ig t  o m  l i v e t ,  dø d en  o g  k u n s t en ,  m e n  a t  
h o ld e  f a s t  i  d e  s t o r e  o g  s m å  t i n g  i  l i v e t ,  d e r  f y ld e r  d a g en e  o g  s æ t t e r  s p o r  i  
p e r so n l i g h e d en .  
4  「首 筋 」 は 「 首の 筋 」 と 書 く ため ， 首 の 前 の 部 分 や ， 前 後 を 含 め た 首 全 体 を指 す

よ う に 思わ れ が ち だ が ， 正 確 に は 「 う な じ 」 と 同 じ で首 の 後 ろ の 部 分 を 指 す．  
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 したがって第 6 連の「この全てがまだ起こりうるということが，最高だ」

という一行も，単に楽観して言っているわけではないということがわかる

だろう．18 番目の詩において対比となる一行が登場しているように，この

言葉の裏には，最悪なことも同様にまだ起こりうるという意味が隠れてい

る．しかし第 8 連をふまえると，この一行にはトムスンの仄かな希望が灯

されていると考えることができるだろう．第 6 連のたった一行が，何も見

えない暗闇でも目が眩むほどの光でもなく，まるで一縷の光のようにこの

詩集を照らしているように思えてならない．  

 

参考文献  

Sørensen ,  Rasmus Bo.  2011.“Noget  a f  Søren  Ulr ik  Thomsen .”  In format ion .  

2024 年 1 月 15 日閲覧 .  

h t tps : / /www. informat ion .dk /ku l tu r /2011/02 /soeren -u l r ik - thomsen  

Vindum,  Anne .  2016.“ Søren  Ulr ik  Thomsen .”  Forfa t te rweb .  2024 年 1 月 12

日閲覧 .  h t tps : / / fo r fa t t e rweb .dk /overs ig t / thomsen -soren-u l r ik  
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XX 

 

 

Det  værs te  e r  a t  de t  væld ige  lys  

           f ra  te rmina l  13s  b lændende  ruder  

og  syne t  a f  en sammenklappe t  

sommerfug ls  l i l le  sor t e  barberb lad  

p ludse l ig  få r  mig  t i l  a t  g ræde  

 

indfa ldsve jenes  uv i rke l ige  verdener  

a f  Tæppelande  i  t røs tes løs  so l  

e r  de t  værs te  

 

de t  værs te  e r  når  man  ikke  længere  

r ig t ig  f inder  de t  umagen  værd  

a t  barbere  s ig  fø r  man  går  ned e f te r  mælk  

hv iske  e t  ønske t i l  v inden  

 

a t  a f lyse  i  s ids te  ø jeb l ik  e r  de t  værs te  

 

de t  værs te  e r  b l iks t i l le  p rov insbyer  

hvor  kuns tmusee t  og  tha iborde l le t  

ho lder  weekendåbent  sommeren  over  

           og  en  fa lmet  p laka t  fo r tæl le r  

a t  Suz i  Quat ro sp i l le r  t i l  havnefes ten  

 

he le  mi t  l iv  har  jeg  f ryg te t  

          a t  åbne en  dør  og f inde  d ig  død:  

 

      De t  e r  de t  værs te  fo r  mig .  
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最悪なのは  

13 番ターミナルのまばゆい窓からさす膨大な光と  

潰れた蝶の  

小さく黒い剃刀の刃の光景が  

突如俺を涙させること  

 

荒涼とした太陽に照らされたカーペットランドが見せる  

幹線道路の現実味のない世界は  

最悪だ  

 

最悪なのは  

もはや労力の価値を見出せないこと  

牛乳を買いに出かけるまえに髭を剃ることや  

風に願いをささやくことに  

 

最後の最後になって中止だなんて最悪だ  

 

最悪なのは波風が立つこともない静寂の地方都市  

美術館とタイ人娼館は  

夏のあいだ週末だけ営業していて  

     色褪せたポスターが告げている  

ハーバーフェスティバルにスージー・クアトロがやってくる，と  

 

俺は一生恐れている  

     ドアを開けてお前が死んでいるのに気づくことを  

 

   それが俺にとって最悪なこと．  

 

(吉川夏緒  訳 )  

  



 32 

分析と考察  

吉川夏緒  

 

1．詩について  

 この詩は Det  værs te  og  de t  beds te の 20 番目の詩であり，作者の‘ det  

værs te’ (最悪なもの )について扱ったものである．本稿では，詩を三つに

分け，各連の分析と部分ごとの考察を行いつつ，詩全体の解釈について探

っていきたい．  

 

２．第一連・第二連  

【各連の分析】  

 第一連ではコペンハーゲン空港のガラス張りのターミナルを想起させる

場面が描かれる．時間帯は明示されていないため，窓からさす光というの

が昼の太陽を反射した光なのか，暗い夜道に煌々と光るターミナル内の照

明なのかは判然としない．太陽光に眼を眩ませたのか，それとも誘蛾灯の

ような照明に誘い込まれたのか，一匹の小さな黒い蝶が窓に激突して潰れ

ている．さまざまな人がさまざまな場所へと飛び立っていく空港で，小さ

な蝶が呆気なく潰れて死ぬというのはなんとも皮肉であり，無慈悲であ

る．その様子を描写している‘ barberb lad’ (剃刀の刃 )という表現は，生

き物を形容するときの温かみや柔らかさとは全く対照的に冷たく鋭利で，

蝶がその命を失いもはや生き物ではなくなってしまったということを読み

手の感覚に訴えかけてくる．  

 第二連は都市を結ぶ幹線道路の風景について述べている．「カーペット

ランド」とは，デンマークの敷物類を扱う量販店である．幹線道路の一本

道をひた走っていると，その大型量販店のチープな外観が視界の端をよぎ

る．それもひとつ見たかと思えば，しばらくしてまた目に入ってくる．繰

り返される光景に悪い夢を見ているかのような感覚を覚えているのであ

る．  

【現実と非現実の交錯】  

 第一連と第二連は，現実と非現実が交錯しているという点で共通してい

る．第一連は一見，実際の風景を写しとったように感じられるかもしれな

いが，コペンハーゲン空港には第 3 ターミナルまでしか存在せず，世界の

主要な空港を見てもターミナル数は 2， 3 ほどであるため，「 13 番ターミ

ナル」は架空のものであるのではないかと考えられる．また， 13 は西洋
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において不吉ともされる数字であるが，その「 13 番」がまるで現実に存

在するかのように挿入されている．空港のガラス窓，という具体性のある

描写に対し，「 13 番」という数字だけが非現実を匂わせ，第一連で描かれ

る光景が現実なのか幻覚なのか判別することができない．  

 第一，二連は，抽象的な表現も相まって，現実が非現実に侵食されてい

るかのような感覚に読み手を陥らせる．  

 

３．第三連・第四連・第五連  

【各連の分析】  

 第三連以降は，率直で分かりやすい表現が続く．第三連では，身だしな

みを整える，願いごとをするといった，日常に対する「希望」が切り捨て

られることに対しての恐れが抱かれている．少しの外出に身だしなみを整

えることも，小さな願いごとをすることも，必ず行わなければならないこ

とではないが，そうした些細な行為が人の心を豊かにし，日々に希望を与

えている．しかしそんな些細な行為に割く余裕さえないほど，心が荒むこ

ともままあることなのだ．  

 第四連に表されているのは，努力や準備が水の泡となったときの憤りと

失意である．この短い文章から感じられる，半ば自棄ともとれる投げやり

な印象は直前の第三連とも通じるところがある．そして，努力がふいにな

るようなことが積み重なれば，希望をもつことや期待をかけることをやめ

てしまうのも無理ないだろうと思わされる．  

 第五連では，廃れゆく地方都市の典型がリアルに描き出されている．街

はかつての賑わいの影を残したまま風化していく．この寂れた地方都市の

活気のなさは，第三連で描かれる気怠い生気のなさと似ている．街も人の

心も，ゆるやかに朽ちていくのである．  

【日常の中で少しずつ死んでいくもの】  

 街が衰退していくように，長い人生を生きるうち，人のもつ希望や活力

も削ぎ落とされ，すり減らされていく．心身の不調，他者への失望の累

積，要因はさまざまあるだろうが，日々の中で感情や感性が磨耗してい

き，少しずつ心が死んでゆく．  

 第三連から第五連では，豊かさが街や人の心から失われていくことを恐

れつつも，その衰退の様子を生々しいほどのリアルさをもって描写してい

る．  
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４．第六連  

【分析】  

 第六連は内容としては不明瞭な部分が多い．「ドア」とは，「お前」と

は，「死んでいる」とは，具体的に何を指すのか．  

 しかしなにがどうあれ，「お前」はもう「俺」のもとにはなく，永遠に

失われてしまったということは明らかである．そして「俺」はその現実か

ら目を逸らし続けている．自分の望まない，都合の悪い現実を目の当たり

にして叩きのめされることを恐れているのだ．  

【現実からの逃避】  

 この現実からの逃避こそが，詩全体で描かれるものの根底にある要因な

のではないだろうか．  

 現実から目を背け続けているということは，言い換えれば，現実につい

ての思考を意図的に遮断しているということだ．そして長い年月深く考え

ることを忌避し続けることで，感覚や思考は鈍麻していく．鈍麻した感覚

は現実と非現実のあわいを容易に曖昧にする．あるいは，日々の中で少し

ずつ感性や意欲を奪っていって，やがて心を殺していく．  

 第五連までの描写は，「俺」に関しては，現実から目を背けることで鈍

麻した感覚と思考の引き起こした現象であると解釈することができるので

はないだろうか．  

 

インターネット上の資料  

国土交通省．海外空港の実態について．  

h t tps : / /www.mli t .go . jp /common/000040248.pdf  (2024 年 2 月 5 日最終確認 )  
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XXI 

 

Det  beds te  e r  når  mørke t  som e t  b lækblå t  pu lver  løsnes  

i  sommerna t tens  t ransparen te  væske  

      så  g løden i  den  s to re ,  s t i l le  huses  lys          

fo r tæ t tes  og  mættes  minut  fo r  minut  

 

a t  de  s tø rs te  e rkende lse r  hver  gang fa lder  

med  samme d iskre te  k la rhed  som lyden  

a f  en  dråbe  der  rammer  s tå lvaskens  bund  

e r  de t  beds te   

 

de t  beds te  e r  a t  s lukke  a l t  lys  

og  ly t te  t i l  rad io tea te re ts  s temmer  

mens  appara te ts  l i l le  u ldne              

          ø je  pu lse re r  i  mørke t            

 

o rd  som sukkerko ld ,  sner le  og  Zephyr  e r  beds t  

og  beds t  e r  lug ten  a f  ha lvrådne  e f te rå rsb lade  

 

Nordre  Fr ihavnsgades  neders te  s tykke  

            hvor  v inden  hy le r  op f ra  havnen  

og  s - toge t  raser  fo rb i  i  t red jesa ls -hø jde  

e r  beds t  

 

de t  beds te  e r  a t  g i  op  omsider  

            og p ludse l ig  mærke de t  he le  begynde:  

 

      De t  e r  de t  beds te  fo r  mig .  
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最高なのは藍色の粉の闇が  

夏の夜の透明な液体の中で溶けていくとき  

「「「「「「大きく静かな家に残る灯が  

刻々と凝縮され，濃縮されていく  

 

ようやく腑に落ちたと実感するたび  

控え目ながら明瞭な音がする  

その音は水滴が鋼の流し台の底をたたく音とおなじだ  

それが最高だ  

 

最高なのは，  

すべての明かりを消して  

ラジオ劇場の声に耳を傾けること  

ラジオ機器の小さなどんよりした目が  

「「「「「「「「「「暗闇の中で震えている  

 

低血糖，つる科植物，ゼファーといった言葉が最高だ  

そして半分腐った秋の葉っぱの匂いが最高だ  

 

Nordre  Fr ihavn 通りのどん詰まり  

「「「「「「「「「「「「風が港から吹き上げ  

郊外電車が 4 階の高さを駆け抜けるところ  

それが最高だ  

 

最高なのは，ついにあきらめて  

「「「「「「「「「「「「突然すべてが始まるのに気づくこと  

     

これが俺にとっての最高なこと  

 

 

謎田辺欧  訳）  
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第一部 

北欧の詩 

 

スウェーデン編 

Karin Boye (1900-1941) 
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Jag vill möta ... 

 

Rustad, rak och pansarsluten 

gick jag fram - 

men av skräck var brynjan gjuten 

och av skam. 

 

Jag vill kasta mina vapen 

svärd och sköld 

All den hårda fiendskapen 

var min köld.  

 

Jag har sett de torra fröna 

gro till slut. 

Jag har sett det ljusa gröna 

vecklas ut. 

 

Mäktigt är det späda livet 

mer än järn 

fram ur jordens hjärta drivet 

utan värn. 

 

Våren gryr i vinterns trakter, 

där jag frös. 

Jag vill möta livets makter 

vapenlös. 

 

 

私は出会いたい… 

 

武器を身に着け，不動で，装備に覆われて 

私は立ち振る舞っていた - 

けれどもその鎖帷子は恐れと 

恥で鋳造されていた． 

 

武器を，剣を，盾を 

私は投げ出したい． 

あらゆる激しい敵対が 

私の冷気だった． 

 

最後に，乾いた種たちが芽吹いたのを 

見た． 

萌黄色の草木が伸びていくのを 

見た． 

 

そのか弱い生命は 

鉄以上に力強く 

大地の心から湧き芽吹いて 

むき出しにさらされる. 

 

私が凍えていた冬の地域に 

春が曙を告げる． 

私は生命の力に出会いたい， 

武器を手放して． 

(出典： Härdarna, 1927) 

(影山翔士 訳) 
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分析と考察  

影山翔士  

 

1.音韻・文法・概略  

本稿では Karin  Boye が著した詩集 Härdarna に収められている一遍の詩

“Jag  v i l l  möta  …”の分析と考察を目的とする．1 節において音韻と文法の特

徴のほか概略として詩の大意を示す．2 節では本文を順に読解する．3 節で

詩の内容についてまとめたのちに，その内容を実際の生活に即して，本作

品にどのような価値が見出されるか思索する．  

この詩をよく精読すると定型詩であることがわかる．すべての連におい

て，第 1 行と第 3 行は 8 音節で，第 2 行と第 4 行は 3 音節で構成されてい

る．また脚韻にも注目すると，それぞれの連において，第 1 行と第 3 行で

は語末の 2 母音が，第 2 行と第 4 行では語末の 1 母音が脚韻をふまえてい

る． 2 母音分の韻を対応させていることからも，音韻の点から精巧に創ら

れた詩だといえる．  

また文法に着目すると，文法規則から外れていて難解な箇所はとくに見

受けられず，大半において主語・動詞・補語または目的語の順に並んでい

る．後述する第 4 連の修飾関係のように，解釈の判断が難しい箇所がある

ものの，全体として読解時に文法に起因した難解な部分は少ない．  

詩の大まかな趣旨は，それまで恐れや恥といったもので恐々としていた

語り手の私が生命の力に出会いたいと渇望している，と把握できる．その

メッセージは一読しておおよそ伝わってくるもので，読者からの解釈を拒

むような詩ではない．  

 

2.本文の読解  

2 節では第 1 連から順に，難解だった箇所をどう解釈したのかも含め

て，それぞれの連を読解する．  

第 1 連では詩の語り手である私が堅牢堅固な様子でありながら，実は

それが恐れや恥で身をまとっているにすぎず，内面では怯えていること

を，物質的な装備品のイメージを通して表現されている．ここでは第 2 行

の ‘gå  f ram’が問題となった．この ‘ f ram’を一般的な副詞の意味で用いるの

なら ‘gå  f ram’をその意味通り「前に踏み出す」と読めるが，一方で ‘ f ram’

を小辞とした小辞動詞とみなすと「顕れる，ふるまう (=uppträda)とも読

め，どちらがより詩にふさわしいか問われた .ここでは語り手が恐れや恥
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といったもので覆って怯えていることから，「前に踏み出す」といった前

向きな姿勢を示す前者の解釈よりも，後者の意味で解釈した．  

第 2 連ではそういった覆いを拭い去りたいという心情が吐露されてい

る．第 3 行と第 4 行では翻訳自体は難解ではないものの，意味が理解しに

くい点で問題となった．冷気があるということは，どこかから吹き出てく

るということなのだが，それがどこからなのかこの一文では理解しがた

い．私の冷気とは，私が発している冷気のことなのか，それともどこかか

ら別の冷気があり，それが私にとって冷気なのか．ここでは所有代名詞で

ある ‘min’に立ち返り，冷気を所有している私ということで前者の解釈を

とった．すると語り手の私はあらゆる激しい敵対を有していたとなる．こ

の属性は第 1 連でみた語り手が怯えている様子とも合致すると解釈するこ

ともできる．  

第 3 連も翻訳自体に難しい場所は見受けられないものの，本作品のテ

ーマとの関係が最も不明瞭に思った箇所だった．後述の第 5 連は本作品に

おける主題となり，そこで扱われている生命の力は，その前の第 4 連でた

くましく語られている．この第 3 連は第 4 連の前置きとして，生命が芽吹

いていく様子を描写しているという点で本主題と関係があると解釈した．

仮にこの連がなかったとしたら，生命が種から吹き出て成長していくとい

うイメージが盛り込まれることなく，第 4 連へのスムーズな理解が困難な

ように思う．また最後に ( ‘ t i l l  s lu t ’ )とあるが，何の最後なのかが不明瞭だ

った．この第 3 連の様子は第 5 連の春の曙と合致することから，私が身を

覆って冷気を吹き出している冬の終わりと捉えた．  

第 4 連では生命はか弱いもののようにみえるが，鉄のイメージや無防

備といった語彙を用いることで，実は生命独自の力強さを秘めていると唄

っている．ここでは第 3 行が第 1 行か第 2 行のどちらに修飾するのか，そ

してそれと関連して ‘h jä r ta ’の訳が課題となった． ‘h jä r ta ’は中心・核・心

といったような訳が修飾先との関連で考案された．すなわち第 1 行に修飾

するのならば，か弱い生命は大地の心から湧き出たと解き，第 2 行に修飾

するのならば地球の中心 (または核 )から湧き出た鉄以上にか弱い生命は力

強いと解く．前者では第 2 行と同等の関係で第 1 行に修飾するが，後者で

は第 3 行から第 1 行へ順に修飾して読解することになる．ここでは詳細に

記述されている鉄よりも，主題となるか弱い生命のほうに多くの記述を割

いている前者の解釈を用いた．前者の解釈を採用したうえで，中心でも核

でもなく心と訳したのは生命と大地との一体感を最も精神的に表現できて
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いると感覚的に考えたためである．  

第 5 連ではこれまで自分の身を包んでいた武器を手放して，生命の力

に出会いたいという決意が，希望を漂わせる情景とともに素直に表現され

ている．最後の行の ‘vapenlös ’はそれまでの連と同様に 3 音節でありなが

ら，一語のみ置くことで武器を手放す決意をより際立たせていて，より効

果的に表現されている．  

 

3.まとめ・本作品と読者の関係  

以上の読解から次のような趣旨が読み取れる．語り手の私は恥や恐れ

で怯えているが，それらと決別して強かな生命の力に出会いたいと渇望す

る．そして前者は武器・装備または冷気・冬，後者では種・草木・春・曙

といった比喩を用いてその心情を謳っている．  

本作品の趣旨をまとめると以上になるが，趣旨をまとめる程度では本

稿の存在意義は薄いといわざるをえない．なぜなら文学作品の分析とは，

単なる調べ学習ではなく，作品を出発点にしてさらに内容を発展させるこ

とを目的とすることもある．そうすることで新しい価値を生み出すことも

できる．ここでさらに作品の趣旨と読者の関係を念において思索を深めて

いきたい．  

この作品では生命に対する作者の思いが込められている．自分で背負

っていた恐れや怯えを投げ捨て，自然の根源に出会いたいと願っているの

はたしかに作者の思いである．しかしこれはなにも作者に限定される感覚

ではなく，一般読者でも十分想定されうるであろう．都会を離れて自然と

いう豊かさのなかで暮らしたり，移住とまではいかなくとも休暇に自然あ

ふれる場所へ訪れことは一般的なことである．なぜ人々は自然との出会い

を望むのか．その一つの解は本作品を読むと直感的に理解できる．  

しばしばなにかしら難局や苦悩に直面したときに自然への回帰を促す

ような箴言や呼びかけ・主張がなされるのは，ひょっとすると自然ありふ

れた場所でゆったりとすごすことで英気を養うだけでなく，生命の力強さ

を目の当たりにすることで力強い生命と同等に立ち向かう気力を沸かすこ

とに目的があるのかもしれない．生命の力強い様子をまた生命の一存在で

もある人間読者と重ね合わせることで，読者の生命力を惹起させる．  

したがって本作品は今まで恐れや怯えといった後ろ向きな感情で状況

に直面している人々に，自然を通した新しい転換へと導く作品と読むこと

ができる．またこれまで自然に触れ合ってきたことを生きがいとしてきた
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人々に対しても，生命の力強さという点で新たな生命との接し方を気づか

せる作品と読むこともできる．読者との関係を念においたうえで，本作品

にはどういった価値があるのか，思索するとすれば以上のようになる．  
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I rörelse 

 

Den mätta dagen，den är aldrig störst． 

Den bästa dagen är en dag av törst． 

 

 

Nog finns det mål och mening i vår färd- 

men det är vägen，som är mödan värd． 

 

 

Det bästa målet är en nattlång rast，  

där elden tänds och brödet bryts i hast． 

 

På ställen，där man sover blott en gång， 

blir sömnen trygg och drömmen full av sång． 

 

Bryt upp，bryt upp! Den nya dagen gryr． 

Oändligt är vårt stora äventyr． 

うつりゆく中で 

 

充実した日．それは，決して立派ではありま

せん． 

一番偉大な日．それは，渇いた日です． 

 

私たちの旅には，目指す場所や意味がある

でしょう- 

でも，それは苦労の価値がある道のりです． 

 

一番偉大な目標は，夜通し休息すること． 

火が灯り，パンがせっせと食されること． 

 

そこで，ほんのちょっと眠ると， 

眠りは安らかで，夢は歌に満ちるでしょう． 

 

起きて，起きて！新しい日が来ました． 

私たちの大冒険に終わりはありません． 

 

 

 

(出典： Härdarna，1927) 

(新谷日和 訳) 
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分析と考察  

新谷日和  

 

1．作者紹介  

Karin  Boye  (カーリン・ボイェ，1900-1941)  は 1900 年にヨーテボリ・

ブルジョワ階級の家庭に生まれる．幼い頃から読み書きを学び，おとぎ

話の世界に没頭する．1909 年，家族はストックホルム郊外  Huddinge に

移り住む．豊かな高校時代を送り，キリスト教協会のサマーキャンプに

参加した際には，キャンプのリーダー Anita  Nathors t と温かい友情を築

く． 1920 年，ボイェはオーリンスカ女学校を卒業し，神学校で小学校

教諭になるための訓練を始める．しかし，小学校教諭になることには惹

かれず，神学校での経験からキリスト教信仰，異性愛からも離れる．そ

の後，ウプサラ大学，ストックホルム大学でギリシャ語，北欧言語，文

学史，歴史を学び，卒業後は臨時教員としての職を得る．  

ウプサラ大学在籍時から，作家としての活動を始め， 1922 年に初詩

集  『雲』Moln を出版する．  『雲』Moln では，ニーチェの影響を大き

く受け，自己が人間像と倫理のために闘うことができる素晴らしさを

表す．第二作からは ニーチェの極端な個 人主義思想から離れ る． “I  

rö re lse”  が収められた第三作『火床』  Härdarna  は，  火をテーマとし

ており，恐れと恥で作られた装備を捨て，武器を外した生命の力との接

触に立ち返る新たなイメージを創造する．第四作以降も男性中心主義

の思想からは離れ，古来の神話やそこに描かれる強い女神や女性像に

影響を受ける．  

作家活動と同時に，ボイェは Clar te，Spektrum を含むいくつかの団体

で記者や編集者を務め，団体の思想や時代を反映した記事やエッセイ

を書く．また， 1931 年以降は自分自身のセクシュアリティを明らかに

し，「新しい女性」として自らを表す．彼女はスタイルを変え，痩せて

スリムになり，髪を黒く染め，時には紳士服を着る．権威から解放され

る場として芸術や文学を捉えていた彼女は，戦間期のドイツでの全体

主義や言論統制を批判する． 1940 年に出版された最も著名な作品『カ

ロカイン』Kal loca in では，言論の自由を奪われることに警鐘を鳴らす．

以上のように，作品，団体，個人での活動を通じて，ボイェは権威と男

性中心主義社会への抵抗，強く解放された女性像を訴え続けた．  
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2．詩の分析と解釈  

2-１．詩の特徴と構造  

「うつりゆく中で」“I  rö re lse”は『火床』Härdarna に収められている．

この詩は五連で成っており，一連は二行で構成されている．第一連から

第五連まで全て韻を踏んでいることが特徴だ．簡単で分かりやすい言

葉で綴られた一篇の奥深さについて，詩の貫くテーマである「旅」と

「一日」に着目して解釈する．  

 

2-2．「旅」  

この詩の貫くテーマとして，「旅」が挙げられる．第二連，第五連に

よると，この詩における「旅」は「目指す場所や意味がある」もので，

終わりはない．これらから，この「旅」とは「人生」を指すと考えた．  

また第五連では「旅」を「大冒険」と肯定的に捉えている．また「私

たち」という表現を使って「起きて，起きて！」と呼び掛けていること

から，この詩は「人生」という大きなテーマについて、読者に送ったエ

ールだと位置づけた．  

 

2-3．「一日」  

この詩で描かれているもう一つのテーマとして，「一日」が挙げられ

る．「旅」＝「人生」には目的があり，そのために一日をどう過ごすの

が良いか，第一連，第三連と第四連で書かれている．  

第一連では，人生の目標にたどり着くために毎日渇きを感じて，歩み

続けることが重要だと述べられている．第一連一行目にある ‘mät ta ’は，

満腹である状態，転じて満ち足りて充実していることを意味する．一

方，第一連二行目にある ‘ tö rs t ’は，水分が足りていない状態，何かを求

めるも得られず，欲望・欲求が高まることを指す．この詩は，より良い

人生の在り方について描かれているため，今回はどちらの単語も後者

の意味で解釈する．ボイェによると，「充実した日」は最も立派な一日

ではない．「一番偉大な日」は，「渇いた日」だ．  

乾いた日，求めるものが得られない日がなぜ一番偉大だとされている

か考察する．第二連で，人生には目指す場所や意味があり，苦労の価値

がある道のりだとボイェは述べている．求めるものが得られない状態

に苦痛を覚えるが，それを得るために人は前進できると考えていたの

ではないだろうか．ボイェ自身，現状をよしとせず，人生を通してより
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良い社会像を訴え続けた作家だ．彼女にとって，求める状態が得られな

いことは苦痛ではなく，むしろより良い社会を構想し，作品や活動で昇

華するエネルギー源となっていたかもしれない．  

一方，第三連では，人生において，親しい人と時間を過ごし，夜通し

休息することも重要だと述べられている．第三連二行目で描かれてい

る「火が灯り，パンがせっせと食されること」という表現からは，一日

の終わりに家族や友人，パートナーと食事を摂る温かい情景が想像さ

れる．第一連では人生の目標地に向けて一日一日歩む重要性を説き，第

三連では一日をやり遂げて夜通し休息する喜びについて描くことで，

詩のメッセージに緩急がついている．  

第四連では，一日をやり遂げた後の眠りは安らかで，夢は歌に満ちる

と描かれている．しかし，この詩はここで終わらない．第五連では，ま

た朝が来る．「起きて，起きて！」と呼びかける．目指す場所にたどり

着くまで，今日も人生という大冒険を始めようとエールを送る．  

 

2-4．まとめ  

 「うつりゆく中で」“I  rö re lse  ”では，日々移り変わる人生を旅ととらえ，

一日を積み重ねることで，人生の目標地にたどり着くとされている．目指

す場所にたどり着くために，渇きを感じて毎日前進すること，一日を最後

までやり遂げて夜通し休むこと，緩急のついたこの二点をボイェは推奨し

ている．また前者には，ボイェ自身の人生観が反映されていると考えられ

る．  

全体を解釈した上で読み返すと，人生のうつろい，ダイナミズムを短い

一篇から感じ取ることができる．ボイェは時代や権威に抗い続けた革新的

な作家である一方，精神的に不安定な側面も持つ．しかし，この詩の分析

を通して，一日を着実に歩む姿勢を持とうとし，詩に表そうとした人でも

あると分かり，多面的な彼女の魅力を知ることができた．  

 

インターネット上の資料  

Svensk t  kv innobiograf isk t  lex ion， “Kar in  Boye”，  

h t tps : / / skb l． se /sv /a r t ike l /Kar inBoye (2024 年 1 月 14 日最終確認 )   
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Hur kan jag säga…  

 

Hur  kan  jag  säga  om d in  rös t  ä r  vacker.  

Jag  ve t  ju  bara ,  a t t  den  genomtränger  mig  

och  kommer  mig  a t t  dar ra  som e t t  löv  

och  t rasar  sönder  mig  och  spränger  mig.  

 

Vad  ve t  jag  om d in  hud  och d ina  lemmar.  

Det  bara  skakar  mig  a t t  de ä r  d ina ,   

så  a t t  fö r  mig  f inns  ingen  sömn och  v i la ,   

t i l l s  de  ä r  mina .    

 

 

なんと言ったらよいのか… 

 

あなたの声の美しいことをなんと言ったらよいのだろうか．  

私に分かるのは，ただそれが私を貫き，  

一枚の葉のように私を震わせ  

私をずたずたに引き裂いて吹き飛ばすのだということだけ．  

 

あなたの肌とあなたの四肢の何を知っているのだろうか．  

それらがあなたのものであるということが私をただ打ち震えさせ，  

それゆえに私にはひと時も安息の時はない，  

それらが私のものになるまでは．  

 

(出典： För  t räde ts  sku l l， 1935)  

(水崎千尋  訳 )  
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分析と考察  

水崎千尋  

 

1．「木のために」 “För t rädets  skul l”について  

「木のために」 “För  t rädens sku l l”はスウェーデンの詩人・作家である

Karin  Boye が 1935 年に出版した詩集である．ボイェはこの作品において，

当時の社会規範，とりわけ規範的な女性らしさに関して，それらに縛られ

ない新たな形の性別規範を表出した．また，ボイェが生きた当時はヒトラ

ーを発端とする全体主義の影響で書籍を自由に刊行することが出来なかっ

た．彼女は当時のこのような社会に反発し，詩や小説といった芸術作品は，

社会に排斥されたものが自由に表現される重要な場であると考えた．  

「木のために」が出版される頃，ボイェは精神的・政治的な葛藤を抱え

ていた．彼女は 1931 年にベルリンに渡り，精神鑑定を受け，スウェーデン

に戻ると，レズビアンであることをオープンに生きることで，当時の性別

規範にとらわれない「新しい女性」として自身を表したという 1．「木のた

めに」では，このようなボィエの「新しい女性」像が，「木」というモチー

フに結びつけて描かれている．しかし，彼女の思惑とは異なり，この詩集

は当時の社会の男性的な視点や性的規範の中で受容されていった 2．  

 

2．詩の解釈  

この詩は，「あなた」 ‘du’に強い想いを寄せている「私」 ‘ jag’という人物

の 心 情 が 描 か れ て い る ． 第 一 連 で は 「 あ な た 」 の 声 に つ い て ， “den 

genomtränger  mig”(それが私を貫き )  ， “och  kommer  mig  a t t  dar ra  som e t t  

löv”(一枚の葉のように私を震わせ )， “och  t rasar  sönder  mig  och  spränger  

mig .” (私をずたずたに引き裂いて吹き飛ばすのだ )とうたわれており，身を

打ち滅ぼすほどの強い感情が読み取れる．このように相手を想うがゆえに

不安定になるという心の弱い部分が散見される．これらは一見すると，男

性に恋愛的な意味で焦がれるといった女性的な振る舞いのように思われる．

しかし，「あなた」は男性であるとも女性であるとも考えられる．ボイェが

この詩集において，規範から抜け出した新しい性別規範を描こうとしてい

たことを考慮すると，この詩では「あなた」は「私」が強い想いを抱いた

人物であること以上に特徴を断定できず，「あなた」にどのような人物を重

 
1  D en  Ny a  K v in n an ( D o m e l lö f ,  2 0 1 8 ,  s . 3 . )  
2  Do m e l lö f ,  2 0 1 8 ,  s s . 1 - 4 .  
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ね合わせるかは，読み手に委ねられた部分であると考えられる．  

次に，「私」を一枚の葉 ‘e t t  löv’に見立てているところに着目する．この

詩が「木のために」という詩集に収められていることから，木と葉という

モチーフについて分析する．一本の木には複数に分かれた枝の先に無数の

葉がついている．つまり，「私」を葉に見立てることで，「私」と木を結び

つけ，木から枝分かれした一部である「私」という関係性を示唆している

と考えられる．木は時に神秘的な意味づけがなされ，畏怖や崇拝の対象と

されてきた．とりわけ北欧神話は樹木崇拝の頂点をなす神話だと言われて

おり 3，北欧的なコスモロジーは，ユッグドラシルという巨大な世界樹を中

心に，天・地・下界の三つの世界で構成されている 4．北欧神話では，人間

もまた樹木から生み出されたと考えられている 5．よって，木と「私」とい

う人間を結びつけることは，「私」の存在を北欧の宇宙観における大いなる

源流・根幹の一部の中で見出しているという解釈ができる．  

 

3．まとめ  

 ボイェは男装をしたり，レズビアンであることを公表したりと，当時の

性的規範から離れた行動をとり，「新しい女性」を表現した．一方でこの詩

では，いわゆる男性に守られないような強い女性像ではなく，女性的な弱

さの側面が見られる．しかし，むしろそのような弱さをあえて隠さずに書

いたという見方もでき，それこそが彼女の「新しい女性」像の探究におけ

る一つのアプローチであったと解釈することもできる．そして，弱さを持

つ「私」を「一枚の葉」に見立てることで，木という生命力に満ちたお大

いなる存在と結びつけた．また，「私」をボイェ自身と仮定したとき，一枚

の葉となって木の一部となっているのはボイェである．ボイェは混沌とし

た社会においてキリスト教からも離れ，北欧に古来からある樹木信仰に自

身の思想の拠り所を得ようとしたのかもしれない．  

 

参考文献  

正道寺康子．年代不明．「樹木と異人」． 31-36．出版地不明．  

 

3  h t t p s : / / f i k a . c i n r a .n e t / a r t i c l e /2 0 2 0 0 9 - k o m i s u g i h a r a _ sh z w m ( 2 0 2 4 年 1 月 1 3 日最終アク

セス )  

4  ハストロプ． 1 9 9 6． s . 1 9  
5  「そもそも，人類が樹木から誕生したとする神話もある．北欧神話  11  では，最

初の人間の男性アスクはトネリコの木から創られた．女性エムブラはニレの木から

創られた．彼らはミズガルズに住む人間の祖先となったという．」 (正道寺， s . 3 6 )  
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K・ハストロプ． 1996．『北欧の世界観』 (菅原邦城・新谷俊裕訳 )．東京 :東

海大学出版会．  

 

インターネット上の資料  

Domel löf ,  Guni l la  ． 2018．Karin  Boye ,  Svensk t  kv innobiograf isk t  lex ikon．  

h t tps : / /www.skbl . se /sv /a r t ike l /Kar inBoye(2024 年 1 月 13 日最終アクセス )  

 

コムアイと北欧神話の専門家が語る。人々はなぜ自然を信仰する？  

ht tps : / / f ika .c in ra .ne t /a r t ic le /202009 -komisugihara_shzwm(2024 年 1 月 13 日最

終アクセス )  
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Nattens djupa violoncell 

 

Nattens djupa violoncell 

slungar sitt mörka jubel ut över vidderna. 

Tingens töckenbilder löser sin form 

i floder av kosmiskt ljus. 

Dyningar, lysande långa, 

sköljer i våg på våg genom nattblå evighet. 

Du! Du! Du! 

Förklarade lätta materia, rytmens blommande 

skum, 

svävande svindlande drömmars dröm , 

bländvit! 

En mås är jag, och på vilande sträckta vingar 

dricker jag havssalt salighet 

långt östan om allt jag vet, 

långt västan om allt jag vill, 

och rör vid världens hjärta - 

bländvitt! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜の深いチェロの音 

 

夜の深いチェロが 

その暗い歓声を広い世界に鳴りわたらす. 

靄がかる物体の像は宇宙の光の河の中 

  その輪郭を解き放つ. 

長く,黒光るうねりが, 

紺青の永遠をあらう. 

あなた！あなた！あなた！ 

至極軽いもの、リズムの咲く泡 

 

たゆたい,眩めく夢のまた夢 

  まばゆい白！ 

私はかもめ, 休ませている広げた羽の上の 

海塩の至福を飲む. 

  私が知る全てのはるか東, 

  私が欲す全てのはるか西, 

そして世界の心に触れる― 

まばゆい白！ 

 

(出典：För trädets skull, 1935) 

(松岡咲夏 訳) 
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分析と考察  

松岡咲夏  

 

1 .作品について  

 「夜の深いチェロの音」 “Nat tens  d jupa  v io lonnce l l”は ,Kar in  Boye  (カーリ

ン・ボイェ )  が存命の 1935 年に出版した最後の詩集「木のために」 “För  

t räde ts  sku l l”に収録される作品である .しかしながら，初出は 1932 年の

Spektrum 創刊号であり ,当時は無題であったこの作品にタイトルをつけら

れたものが「夜の深いチェロの音」である．彼女自身について言えば , 1931

年に夫 Leif  B jörk と離婚し， 1930 年代前半は Spektrum の共同編集者であ

った Josef  R iwkin と深い関係にあった． Leif  B jörk との結婚生活は友達関

係から派生したようなものであったが， Josef  R iwkin に対しては恋愛感情

を告白している．その後 1934 年ごろにはレズビアンであることをオープ

ンにして，Margot  Hane l という女性と共に生活を始めた．「夜の深いチェロ

の音」が発表され，再掲されたタイミングはいずれも彼女が私生活におい

て大きな転換点を経験した直後だといえるだろう．本稿では彼女の私生活

の転機をふまえて，「夜の深いチェロの音」の世界観を読み解いていきたい． 

 

2 .詩全体の表現について  

他の作品と大きく違う特徴の一つに ,詩の構成の仕方が挙げられる．押韻

が目立つ作品ではないが，実際には別の方法でリズムを生み出すことがで

きる．それは連で区切らず，いくつかの行では行頭を下げて連ねているこ

とによってである．特に法則性がないように感じられるが，この行頭下げ

が二次元の文字列にどこか流れを生み出す効果がある．  

また，神秘的な対比表現も目を引く．夜のチェロの音から始まるこの詩

は，最終行でまばゆい白という表現で締めくくられる．「夜」「暗い歓声」

「紺青の永遠」など，全体的に暗く，闇のイメージを持つ言葉が多い前半

に対し，第七行「あなた！あなた！あなた！」を境に後半は「まばゆい白」

「宇宙の光」「至福」など，明るく開放的な言葉が並ぶ .暗闇の中で始まる

この対比の間をチェロの音や「光の河」「うねり」「リズム」などが流れ，

たゆたい，そして「まばゆい白」に向かっていく .対比表現をもちいながら

も，これらたゆたうものの効果で連続性のある展開がなされる．  

  

3 . ‘mås’が象徴するものについて  
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‘En  mås ä r  jag’という倒置表現が出てくるが，倒置が意味するのは強調の

意思である．では「かもめ」とはいったい何を象徴するのか．かもめは生

態的に水辺の生き物であり，比較的広範な地域に生息するものの，渡り鳥

である．ギリシア神話では海の女神レウコテアの霊鳥であり，彼女がかも

めに姿を変えて海でおぼれかけたオデュッセウスを救う話がある．自由に

空を行き来する，女神の鳥なのである．チェロは暗い世界で音を奏で，そ

の音こそ広く世界に鳴り響くものであるが，チェロ自体は自らの意思で動

きはせず不動である．一方でかもめになった私はその翼でどこまでも飛ん

でゆける．チェロよりもさらに自由なのである．初めて世に出した時は「本

当の恋愛」を知ったと告白した恋愛関係の，二度目に世に出した時はレズ

ビアンであることを明らかにした恋愛関係の始まりのタイミングだったこ

とを考えると，かもめは本当に自由で，解放感を抱く私を表すのではない

か．暗く，ものもはっきり見えない閉じた世界や思いから抜け出せたのが

私というかもめなのである．そして飛べるようになった私は，さらに先の

世界に手を伸ばせるようになるのだ．  

 

4 .まとめ  

ボイェがこの作品を二度目に発表したときも，閉ざされたメンタリティ

や状況からの解放を神秘的に描く表現には手を加えられることなく，名前

を与えられるという変化があるのみだった．しかし，ボイェの作品に対す

る心境そのものは， Spektrum に発表した時と För  t räde ts  sku l l に収録した

時では違った重みを持っていた可能性がある． 一つの作品の解釈は，時を

経ることで作者の中でも変化しうる．「夜の深いチェロの音」は二度世に放

たれている．これはボイェにとって自身の心の内を最も的確に表せた作品

の一つだったことを意味するのではないだろうか．  

 

インターネット上の資料  

Svensk t  kv innors  b iograf isk t  lex ikon ,Kar in  Boye ,  

h t tps : / /www.skbl . se /sv /a r t ike l /Kar inBoye  (2024 年 1 月 13 日最終確認 )  

 

Camil la  Wal l in  Bergs t röm,  Skeva begär,  h t tps : / /uu .d iva -

por ta l .org /smash /ge t /d iva2 :821026/FULLTEXT01.pdf  (2024 年 1 月 13 日最終

確認 )  
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Hugrún  Rúnarsdó t t i r,  Kär leken  saknar  genus ,  

h t tps : / / skemman. is /b i t s t ream/1946/29871/1 /K%C3%A4rleken%20saknar%20ge

nus .%20Kar in%20Boyes%20k%C3%A4rleksd ik te r.%20Hugr%C3%BAn%20R%

C3%BAnarsd%C3%B3tt i r.pdf (2024 年 1 月 13 日最終確認 )  

 

Guni l la  domel löf , I  oss  ä r  en mångfa ld  levande(s72 -73) ,  

h t tps : / / l i t te ra tu rbanken.se / f%C3%B6rfa t ta re /Domel l%C3%B6fG/ t i t la r / IOss%C

3%84rEnM%C3%A5ngfa ldLevande /s ida /73 / f aks imi l?om -boken(2024 年 1 月 13

日最終確認 )  

 

世界大百科事典、レウコテア，

ht tps : / /ko tobank . jp /word /%E3%83%AC%E3%82%A6%E3%82%B3%E3%83%86

%E3%82%A2-151410(2024 年 1 月 13 日最終確認 )  
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Odyssevs vid masten 

 

Bind mig, ni krigare, 

vid fartygets mast, 

dra till repen 

säkert och fast! 

Bud eller böner 

får ingen höra mer. 

Dödens frestelse åt mig, 

vaxet åt er. 

 

Vax i era öron, 

åran i hand – 

er kan inga sånger nå 

från farornas land. 

Tills vi är förbi och ni 

löser mig igen, 

har ni ingen hövding 

och jag inga män. 

 

Kung Agamemnon, 

Hellas’ hopp, 

skulle styrt – med stum vink  

och fast öronpropp. 

Aias skulle seglat 

vid odjurens sång 

djärv bland sina djärva 

mot undergång. 

 

Alla är de kungar 

så länge de kan. 

Ingen utom jag är en 

ensam man. 

 

帆柱に縛られるオデュッセウス 

 

私を縛りつけよ，戦士たちよ， 

船の帆柱に， 

縄を引き締めよ 

しっかりと固く！ 

指令も嘆願も 

もう誰にも聞こえない． 

死が私を誘惑し， 

蝋がお前たちの耳を塞ぐ． 

 

お前たちの耳には蝋 

手には櫂 ― 

お前たちにはどんな歌も届かない 

数多の危険に満ちた地からの歌も． 

私たちが通り過ぎてお前たちが 

再び私を解放するまで， 

お前たちに長はいない 

そして私に部下はいない． 

 

アガメムノン王， 

ヘラスの希望たる彼なら， 

舵を取っただろう ―黙って合図を出し 

固く耳栓をして． 

アイアスなら船を走らせただろう 

怪物の歌を聴きながら 

その大胆不敵な所業の中でも恐れを知らず 

破滅に向かって． 

 

彼らは皆王である 

可能である限り． 

私の他には誰も 

孤独な者はいない． 
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Starkare än ära 

och makt och befäl 

lockar mig det vetande 

jag äventyrligt stjäl. 

 

Knappast kan det nyttjas 

i vardagstarv, 

knappast kan det skänkas bort 

och knappt ges i arv. 

Bind mig väl, ni krigare, 

men lämna mitt öra fritt! 

Allt som hörs och syns och känns 

ska bli mitt. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名誉よりも 

そして権力や地位よりも強く 

私を惹きつける 

危険を冒して盗む知識は． 

 

それはまず役立てられないだろう 

日々の務めにおいては， 

それを贈り物にすることはおろか 

遺産にすることもできそうにはない． 

さあ私を縛りつけよ，戦士たちよ， 

しかし私の耳はそのままにせよ！ 

聞こえ，見え，感じるものは全て 

私のものになる． 

 

(出典：De sju dödssynderna och andra 

efterlämnade dikter，1950) 

 (佐伯育美 訳) 
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分析と考察  

佐伯育美  

 

 「帆柱に縛られるオデュッセウス」“Odyssevs  v id  mas ten”は，カリン・ボ

イェが最期に滞在した町アーリングソースで見つかった作品であり，作者

の没後である 1950 年に出版された『七つの大罪およびその他の遺稿詩集』

De s ju  dödssynderna  och  andra  e f ter lämnade  d ik ter に収録されている．  

 題名にある Odyssevs とは古代ギリシア叙事詩『オデュッセイア』の主人

公である英雄オデュッセウスのことである．イタケの王オデュッセウスは

トロイア戦争に参加し功を立てたが，凱旋の途中で多くの災難に見舞われ

故郷への帰還に 10 年の歳月を要することになる．その困難の一つがセイ

レーンの棲む島を通過することである．この詩では「怪物」 ‘od juren’とだ

け表記されているセイレーンだが，上半身が人間の女性で下半身が鳥の姿

をしており，美しい歌声で船乗りを誘き寄せ衰弱死させる怪物である．第

1 連と第 2 連で描写されている通り，『オデュッセイア』ではセイレーンの

海域を通る際にオデュッセウスは部下の耳に蝋を詰めて歌が聞こえないよ

うにし，彼自身は怪物の歌を聞きたいがために自分の身体を帆柱に縛りつ

けさせるという方法をとる．オデュッセウスはセイレーンの歌に誘惑され

るが身動きが取れず，縄を解くよう部下に命じてもその声は届かない．耳

を塞いでいる部下たちはオデュッセウスの様子を見ながら船を漕ぎ続け，

無事に海域を抜けたことを判断してオデュッセウスを解放する．ここでは

セイレーンの島を通る前にオデュッセウスが部下に呼びかけ指示を出す場

面を描いている．  

 オデュッセウスの他にも，古代ギリシアの伝説の英雄が登場している．

第 3 連のアガメムノン王とアイアスはいずれもオデュッセウスと共にトロ

イア戦争に参加しており，彼にとってはよく知る人物である．特にアガメ

ムノン王はトロイア戦争におけるギリシア軍の総大将であったことから，

彼を讃える文言が加えられている．この二人は，オデュッセウスがおかれ

た状況に対し他の人物の場合を想像した例として名前を挙げられている．

目的を果たすことを最優先し時に無慈悲に映るほど冷静な判断を下すアガ

メムノン王ならば危険を冒さず自分も耳栓をして船を進ませ，勇猛な戦士

だが不遜な所のあるアイアスならば恐れることも策を講じることもなく自

ら危険に向かって行くだろう，というのがオデュッセウスの想像となって

いる．このように作中で仮想される両者の行動は，伝説における人物像に
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も当てはまっている．そしてオデュッセウスはその二人とは異なり，何よ

り重要なのは王としての権力でも名誉でもない．たとえ自分の指示に従う

部下を持っている王という地位を一時的に手放した上に自ら危険を冒して

でも，何者にも譲り渡す必要のない自分だけの知識を欲する求知心の強さ

が現れているのが第 4 連と第 5 連である．これらもまた，伝説における知

略に長け知識を追い求めるオデュッセウスの人物像の現れである．他の英

雄の場合に関する記述は『オデュッセイア』にはないため，この部分はボ

イェ自身が想像したものと考えるのが自然である．彼女は大学時代にギリ

シア語を学んでいたため古代ギリシア叙事詩や英雄の知識も持っており，

したがってそれらの馴染みのある題材を詩に用いたと考えられる．  

 この詩は，ボイェの他の作品と比較すると勇ましい性質の強い作品であ

る．一連はすべて 8 行で構成され，また第 1 連 2・ 4 行目の mast / fas t のよ

うに一行おきに脚韻を踏む形が第 1 連から最後まで例外なく保たれている

ため，一定のペースで前に進んでいくような効果が現れている．描かれる

場面がいわばオデュッセウスの部下に向けた演説であるという面から見て

もこの形式は効果的であり，また指導者の演説という点から命令形や断言

する表現も多く使われているため，オデュッセウスの毅然とした様子が印

象づけられている．さらに，題材が古代の物語であることから，それに合

わせるように昔の言葉を使用している箇所もみられる．具体的には，第 2

連 7 行目の「長」 ‘hövding’は ledare(指導者 )，第 5 連 2 行目の「日々の務

め 」 ‘vardags ta rv’ の ‘ - ta rv’ は behov( 必 要 ， 義 務 ) の 古 い 表 現 で あ る ．

‘vardags ta rv’については，第 5 連 4 行目末尾の ‘a rv’との脚韻も考慮されて

いる．このような詩の構成や細部の言葉選びから，主題となる物語が持つ

古めかしさや威厳というものがスウェーデン語にも反映されるよう工夫が

なされている．  

 本稿では詩の前半である Ⅰのみを翻訳と分析の対象としたが，「帆柱に縛

られるオデュッセウス」 “Odyssevs  v id  mas ten”は後半として Ⅱが続く構成と

なっている． Ⅱでは物語の続きとしてオデュッセウスがセイレーンの島に

近づくにつれて歌に惑わされ心が乱れる場面が描かれている．脚韻は前述

と同様の形となっているが， Ⅱでは冷静さを失ったオデュッセウスを表す

かのように， 1 連を構成する行数を変えていたり，ずっと一定だった脚韻

を崩していたりする箇所が存在する．このように，詩全篇を通して見ても，

題材である叙事詩の一場面が作者の知識とそれに基づく想像力によって豊

かに表現された詩となっている．  



60 

 

 

参考文献  

ホメロス． 1994．『オデュッセイア (上 )』 (松平千秋 )．東京：岩波書店  

松田  治． 2008．『トロイア戦争全史』．東京：講談社  

 

インターネット上の資料  

Guni l la  Domel löf． 2018． Karin  Boye． Svensk t  kv innobiograf isk t  lex ikon．  

h t tps : / / skb l . se /sv /a r t ike l /Kar inBoye．  (2024 年 1 月 14 日最終確認 )  

  



61 

 

De mörka änglarna...  

 

De mörka änglarna med blå lågor  

som eldblommor i sitt svarta hår  

vet svar på underliga hädarfrågor - 

och kanske vet de var spången går  

från nattdjupen till dagsljuset- 

och kanske vet de all enhets hamn- 

och kanske finns det i fadershuset  

en klar boning, som har deras namn.  

 

 

 

 

 

 

 

 

黒天使たちよ・・・  

 

黒い髪に，火の花アロンソアのような  

青い炎を纏った黒天使は，  

奇妙で冒涜的な問いの答えを知ってい

る− 

そして，おそらく彼らは知っている  

夜の深みから，朝の光へまで架かる橋

の行方を− 

そして，おそらく彼らは知っている  

それぞれがひとつになる安息地を− 

そして，おそらく存在するだろう  

父なる家に，彼らの名を持つ澄み切っ

た住処が  

 

(出典：De sju dödssynderna, 1941) 

(奥山津久海  訳 )
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分析と考察  

奥山津久海  

 

「黒天使たちよ・・・」“De mörka  äng la rna . . . ”はボイェの死後に編集され

た詩集『七つの大罪』 De s ju  dödssynderna  に収められた，神秘的で彼女の

精神世界が現れた詩となっている．ボイェは元々キリスト教を信仰してい

たが，異性愛の概念との違いから独自の宗教観を築くようになり，その複

雑な信念が詩に反映されている．  

この詩はダンテの神曲をモチーフにしていると思われる．しかしながら，

ボイェがキリスト教から離れた背景を鑑みると，タイトルの「黒天使」“De  

mörka  äng la rna . . . ”という表現を通じて，「キリスト教から逸脱してしまった

異端の人間たち」を象徴していると考えられる．この異端性は詩全体に渡

り，様々な象徴やイメージを通して表現されている．この黒天使が，ボイ

ェを含む逸脱した人間を誘うもの，もしくは逸脱した人間たちそのものを

暗に表している．またボイェがこの詩を書いたであろう 1930 年から 1940

年ごろは世界大戦が勃発し，文学が制限された．その中でボイェは人間が

社会から抵抗することから美を見出し，加えて当時の女性観への反感・諦

を作品の中で表していた．  

「火の花」‘e ldb lommor ’は，南米・南アフリカ原産のアロンソアという花

を指しており，異端から生じたものを象徴していると言える．‘e ldb lommor ’

は鮮やかな赤色の花であり，正当なものから異端することの異様さ，黒天

使の神秘さをもたらしている．同様に，その後にかかる「青い炎」‘b lå  lågor ’

は冥界のようなスピリチュアルなイメージをもたらし，異端性をより強調

している．「奇妙で冒涜的な問い」 ‘under l iga  hädarf rågor ’は，作品集の名前

である７つの大罪にかかわるものであり，「罪を犯した我々への答え」とも

捉えられる．詩は異端性から生まれる問いに対する答えを詠っていること

が う か が え る ．「 朝 の 光 ま で か か る 橋 」 ‘ spången  går  f rån  na t td jupen  t i l l  

dags l juse t ’は，天国への橋であると同時に，安息地への道筋を指している．

ボイェは詩や小説を通じて，異端の者たちにも本来の安息地があるという

信念を表現している．これは「安息地」 ‘ fadershuse t ’や「澄み切った住処」

‘k la r  boning’といった表現とも繋がりがあると言える．  

また，この文章の疑問詞 ‘var ’について，「朝の光までかかる橋がどこへ行

くのか」という意味で使われているのか，「朝の光までかかる橋そのものが

どこなのか」という意味で用いられているのか，明らかではない．しかし，
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どちらにしても異端である我々の行き先を表しており，家までの道のりが

遠く，普通の人間にはわからない神秘的なものであるのだろう．  

‘ fadershuse t ’と ‘k la r  boning’は同じ場所を指しており，異端の者たちにも

ポジティブな場所が待っていることを示唆している．この「父なる家」は

非常に澄み切っており，暗い中にあっても朝の光に帰着できる場所である

と解釈できる．異端の者たちが集い，そこで安息が得られる「父なる家」

が存在することをボイェは示唆している．  

以上の考察を踏まえると，この詩から，「正当から落ちた異端の行き先が

‘私 ’には見えており，暗い世界だが帰るところには朝の光がある．そこに

は異端の皆が集まる場所があって，安息できる父なる家がある」といった

メッセージを受け取ることができる．これはボイェが異端の者たちに対し

て持つ希望と，異端から生まれる新しい安息の場所への導きを詩に込めた

ものと考えられるだろう．  
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第二部  

卒業論文・修士論文要約  

 

デンマーク編
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デンマーク文学に描かれる異界の役割とその変遷  

 

デンマーク語専攻  髙橋香  
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要旨  

 

民話から現代の文学作品にいたるまで，現実とは異なる世界を描

いた作品は数多く存在する．本稿では，そんな「異界」について，

物語の中で果たす役割という点に着目して分析する．創作された時

代の異なる三作品の分析を通して，異界の描き方や役割に変化がみ

られる部分，見られない部分を明らかにする．なお，分析対象とす

る三作品は，日常と異界の差異が対比的に表現されている箇所に焦

点を当てることを考察の主眼におくため，日常と異界，両方の世界

の往来が物語の中心となるものを選出した．  

 第二章では，はじめに異界という言葉の定義を明らかにし，主に

ファンタジー文学研究分野で使用される「異界」の語義を前提とし

て論を進めることを示した．このことを踏まえ，各物語形式で登場

する異界についても紹介する．続いて，本稿で扱う folkeeventyr  (民

の物語 )と kunsteventyr  (創作物語 )の特徴を示した．  

folkeeventyr の特徴からは，一人一人の個人ではなく，共同体の

持つ意識が表現されていることが読み取れる．また，“ hjemme – ude 

– hjem” (共同体―異界―新共同体 )というモデルでは，異界は乗り

越 え る べ き 困 難 の 存 在 す る 外 界 と し て 描 か れ る ． 一 方 で ，

kunsteventyr の作品としては，まず H.C.Andersen  (ハンス・クリス

チ ャ ン ・ ア ン デ ル セ ン )  (1805-1875) の 創 作 童 話 を 紹 介 す る .  

kunsteventyr は作者が明確な文学作品で，作品ごとに独自の解釈や

描写を盛り込むという特徴がある．アンデルセンは，民話の世界観

を土台に，子供が楽しめることを重視した童話を創作した．彼が異

界を子供が楽しめる物語の舞台として描いたこと，また，アンデル

セン作品の異界には死後の世界という側面が見られることを説明

した．同じく kunsteventyr の例として，異界を扱った現代作品も紹

介した．「現代的なテーマを中心に置きながらも民話を下敷きにす

る」という，アンデルセンの創作童話と近しい描き方がなされてい

る点も考慮し，「取り替え子」“ Skift ing”  (Charlot te  Weitze， 1996)を

取り上げた．  

 第三章で各作品の分析を行う．まず，北欧の民話「リンドオルム

王」“Kong Lindorm”では，民話のモデルに忠実な形で異界が登場す

る．また， folkeeventyr の特徴通りに，固有名詞が登場せず，共同
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体全体に焦点が当たった語り方がされている．異界は人間社会に対

する自然として登場し，ここには二項対立の世界観が表れている．

更に，「共同体―異界―新共同体」のモデルを用いて「登場人物が

困難を乗り越える場所」「大人になるための通過儀礼」としての異

界の役割が表れていることを説明した．「人魚姫」“Den Lil le  Havfrue”  

(1837)では，主人公の性格や意思決定の様子など，個に視点の当た

った描写が増していることを指摘した．異界は「共同体―異界―新

共同体」のモデルに比較的忠実な形で登場するものの，ロマン主義

の思想やキリスト教的価値観といった，時代背景を反映した世界観

が展開されている．「取り替え子」には個人の描写のさらなる増加

がみられる．自然と人間社会の対比は同様に描かれるものの，それ

らが様々な背景を持つ登場人物の視点を通して提示されている．ま

た，物語の核となっているのが主人公のアイデンティティの問題で

あり，主人公ははじめに属する共同体が曖昧である．そのため，「共

同体―異界―新共同体」のモデルが当てはまらない点を指摘した． 

 第四章では，第三章で挙げた各作品の異界を比較した．まず，異

界に対峙する人物に違いがみられる． folkeeventyr では共同体全体

から見た異界が描かれるのに対し， kunsteventyr では個人が異界と

対峙する．次に， folkeeventyr では異界と共同体，つまり自然と人

間社会の対比構造の間に入るものがなかったが，「人魚姫」ではキ

リスト教的価値観が，「取り替え子」では個人主義の考え方が媒介

の役割を果たしていることを説明した．最後に，三作品を時代順に

並べてみると「共同体―異界―新共同体」のモデルがだんだんと崩

れてきていることを説明した．  

 第五章では，これまでの章を踏まえてまとめをおこなった．異界

の描き方，役割には三作品に共通な点もみられることをはじめに示

した．自然と人間社会を対比する表現はどの作品にも存在する．ま

た，異界が登場人物を成長させるという通過儀礼の役割を果たして

いる部分も，同様にみられる．これらの共通点にも相違点にもいえ

ることとして，異界は日常と比較して相対的に定義される世界であ

る，という点を指摘した．各々が異界，すなわち「自分にとっての

日常とは違う」と感じる世界に思いを巡らすことが，自分にとって

の日常を知ることにも繋がるだろうと結論付けた．  
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要旨  

 

 リオノーラ・クリスティーナ・スコウ (Leonora Chris t ina Skov, 

1976-)はデンマーク人女性作家である．2017 年に母親との複雑な関

係をテーマにしたオートフィクション Den,  der  lever  s t i l le『静かに

生きる人』を出版し，一躍人気作家となった．出版前から話題を集

めたこの作品は，現在では 2 万部を超えるベストセラーとなり，多

くの賞を受賞している．  

 本稿では，スコウにとってのオートフィクション『静かに生きる

人』の作品研究を行った．スコウは本文中において，この作品の目

的は「自分自身の再創造」であると記した．一般的に，オートフィ

クションは自己探究を試みる個人的な物語とみなされている．しか

しスコウのオートフィクションは，単に自己について語るだけのも

のではなく，他者，とりわけ亡き母へのまなざしに満ちた物語であ

る．それでは，スコウは自己のアイデンティティを確立し直すため

に，なぜ母について語ったのであろうか．  

一方，この作品を通してスコウは，「娘を愛さない母」というタ

ブーに挑んでいる．しかし，自分を愛さない母に復讐しようとした

のではなく，むしろ母の声にならなかった苦しみに耳を傾けようと

した．スコウが描き出した母の苦悩や葛藤とは，どのようなもので

あろうか．そもそも，母はなぜ「静かに」生きなければならなかっ

たのであろうか．本稿では以上の点を検討するとともに，母の声を

掬い上げることで，社会のどのような問題が照らし出されているの

かを検証していく．  

 本稿の構成は，以下のとおりである．まず 2 章では，本研究の背

景となったオートフィクションの流行について概説した．3 章では，

スコウの略歴と作品のあらすじを紹介した．テキストを中心に，ス

コウのインタビューも参考にしつつ， 4 章では作品分析を行った．

ここではまず，オートフィクションに焦点を当てた．先行研究が示

す「フィクションか，ノンフィクションか」および「個人的か，社

会的か」という観点から，スコウがオートフィクションをどのよう

に捉えているのかを分析した．次に，スコウがどのように自身の母

を描き出したのか，具体的に分析した．4 章における分析を通して

浮かび上がる問いに対して，5 章では「ケアの倫理」と，そこから

発展したフェミニズム理論を援用しつつ考察を加え，最後にこの作

品の社会的意義に触れた．また，本稿において引用・参考にした記

事については，資料にて全文の翻訳を載せた．  
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 以上の分析および考察を通し，スコウのオートフィクションに対

して以下のように結論づけることができた．まず，スコウのオート

フィクションも，一般的なオートフィクションと同様に自己探究の

ためのものである．しかし，彼女は自分だけでなく，母についても

語った．この点について，アメリカの倫理学者・発達心理学者キャ

ロル・ギリガンの提唱した「ケアの倫理」をふまえたうえで，スコ

ウは他者からの分離を通した自己ではなく，他者とのつながりを通

した自己を見つけ出し，「自分自身の再創造」を果たしたと考察し

た．  

 また，スコウは相反する感情の間で苦しむ母の姿を描き出した．

スコウの母は，母でも娘でもない，ただ「わたし」として生きるこ

とを望みつつも，母娘のつながりや愛を完全に否定することはでき

なかったのである．母がその葛藤を口に出すことなく「静かに」生

きた背景には，母性愛神話があり，現在でもデンマーク社会に根深

く残っていることが，テキストから明らかになった．さらにフェミ

ニズム理論を援用することで，たとえスコウのように声を上げたと

しても，女性が抱く苦しみや葛藤が，私的なものとして社会から葬

り去られている現状についても指摘した．  

 他方で，オートフィクションは非常に個人的な物語だとされる．

たしかにこの作品も，デンマークという小さな国に生きるある一人

の女性の個人的な物語に違いない．しかし，スコウは母の声になら

なかった叫びを掬い上げることで，デンマーク社会の問題点を示唆

した．したがって，スコウのオートフィクションは社会的な意義を

持った物語であると言える．  

本稿の理論的基盤としたフェミニズム理論を構築した岡野八代

は，自律的主体が隠蔽してきた「ひとは傷つき依存して生きる」と

いう事実を明らかにした．そのうえで，この依存する存在こそが政

治学の基礎単位であると論じている．スコウの物語のように，個人

的だから，ましてや母娘という家庭内の問題だからと言って社会か

ら捨象するのではなく，むしろそのひとつひとつの「物語」から社

会を考えていく必要があるのではないか．  

 本稿では，スコウが照射したデンマーク社会の問題点を挙げるだ

けにとどまり，問題の原因や背景についての具体的な研究まで進め

ることはできなかった．デンマーク社会や制度について，文学だけ

でなく政治学や社会学の側面からの研究もまた必要である．この点

については，筆者の今後の課題として設定し，探求していくことと

する．  
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要旨  

 

エルサ・ベスコヴ (  Elsa Beskow，1874-1952)は，19 世紀末から 20

世紀半ばにかけて活躍したスウェーデンの代表的絵本作家であり，

20 世紀の絵本出版に功績を残したと言われている．スウェーデン

に限らず世界中で，彼女の作家像や文章に対する文献は多く見られ

るものの，絵に対する分析は多くない．その理由の一つとして，絵

本の絵を言語的に分析する優れた理論枠組みが確立されていなか

ったことが挙げられる．その中で， 2013 年に Clare Painter， J .R.  

Mart in & Len Unsworth らによって Reading Visual Narrat ive:  Image 

Analysis  of  Children’s  Picture Books（『視覚的ナラティブを読み解く：

絵本の絵の分析について』， 2013）という絵本の絵を分析する理論

を提示した著書が発表された．この著書では，絵や文章の構成が読

者にどのような効果をもたらすのかを分析した理論に焦点が当て

られている．  

本稿では，エルサ・ベスコヴの絵本が今日まで支持され続けてい

る理由を明らかにすることを課題とし，ベスコヴの生涯と思想を踏

まえた上で，彼女の「絵」そのものに注目して分析する．つまり，

ベスコヴの挿絵を Painter， et  al .  (2013)の理論を用いて分析し，挿

絵が読者にどのような効果を与えているのかを明らかにするもの

である．  

第二章では研究背景として，ベスコヴの生涯や画風が成立するま

での過程，また絵本分析の先行研究を紹介した．ベスコヴは幼少期

から絵を描くことを好み，この頃から童話や絵本を作りたいと考え

ていた．また女性解放家エレン・ケイとの関わりもあり，独立した

女性観やこども観を持っていたことがわかった．ベスコヴの絵のス

タイルは，ウィリアム・モリスやウォルター・クレインの影響を受

けている． 19 世紀後半は植物など有機的なモチーフを用い，曲線

で柔らかい色合いの画風が広まり，その影響も受けていた．  

第三章では，分析する二冊の絵本『ペレのあたらしいふく』(Pelles 

nya kläder ,  1910)と『もりのこびとたち』 (Tomtebo barnen ,  1912)の

紹介と，分析理論 Painter， et  al .  (2013)の詳しい解説を行った．こ

の二冊は同時期に描かれたものでありながら，一方はリアリズム作

品であり，もう一方はファンタジー作品である．またともに先行研

究が豊富で，比較しやすいことからこの二作品を分析対象として選

んだ．  

分析理論 Painter， et  al .  (2013)によると，絵本の絵には主に３つ
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の意味機能がある．登場人物同士や登場人物と読者の関係を表す

「対人的機能（ Interpersonal  Meaning）」，物語の内容や描写を表す

「観念構成的機能（ Ideat ional  Meaning）」，そして絵や文章のレイア

ウトを表す「テキスト形成的機能（ Textual  Meaning）」である．こ

れらの機能について，例を用いて説明した．  

第四章では，『ペレのあたらしいふく』，『もりのこびとたち』を

「対人的機能」「観念構成的機能」「テキスト形成的機能」の面から

分析した．それに加えて分析理論に基づく絵の分析のみならず，ベ

スコヴの人生や当時の社会状況という観点からの分析も加え，ベス

コヴの絵本が読者にどう受容されているかをを述べた．  

第五章では，第四章を踏まえ，明らかになった二作品の共通点と

相違点を述べた．また，それぞれの絵が読者に与える効果を述べた

のち，ベスコヴの生涯や時代背景を考慮し，彼女の絵を総合的に考

察した．  

ベスコヴはキャラクターをロングショットで描き，一定の距離感

を保つことで，読者に安定した印象を与えている．彼女は 19 世紀

後半の画法や日本の浮世絵からの影響を受け，読者に親しみやすく

懐かしさを感じさせる絵を描いている．また，彼女の絵はデザイン

性が高く，現代の日用品にも広く使用されている．白黒の絵を用い

る一方で，色の統一に工夫を凝らした作品もあり，彼女の絵は物語

の想像力を引き出す配置や分割方法も特徴的であることがわかっ

た．ベスコヴの平面画法は装飾性と写実性，デザイン性を組み合わ

せ，独自の世界観を表現している．  

また，ベスコヴの絵は 1900 年頃の時代背景を反映し，手仕事や

農村生活に焦点を当てている．彼女は手仕事の重要性を強調し，社

会的変遷に敏感に対応した画風が評価された．性別や社会的立場の

描写においては，当時の男女の役割分担を表現しつつ，その問題に

も言及している．絵本は児童中心主義や個性尊重を取り入れ，こど

もの自主性を奨励している．またベスコヴの絵本は時代の生活経験

に共感を呼び起こし，大人も楽しめ，読み聞かせとしても適してい

ることがわかった．  

以上により，ベスコヴの絵本はその美的な価値だけでなく，教育

的な視点や当時の思想という点からも重要であることがわかり，読

者に永続的な影響を与えると結論づけた．今回の研究を踏まえて，

絵本を選定する場合や絵を研究する際に必要な「絵の言語化」を可

能にしたといえる．  
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要旨  

 

Selma Lagerlöf(セルマ・ラーゲルルーヴ， 1858-1940)はスウェー

デンの文壇で活躍した国民的作家である．過去の研究によるとラー

ゲルルーヴの物語は死と生，善と悪，見えるものと見えないものと

いった「対極のモチーフ」が用いられることが特徴的である．また，

その境界が曖昧になっており，登場人物はその両極を移動している

とされる．そこで，筆者はラーゲルルーヴの新たな語りの特性とし

て，相反するものを繋ぐ「仲介者」としての側面を見出せないかと

考えた．ラーゲルルーヴの語りの特性としてもう一つ挙げられるの

が，「間接的な語りの手法」である．彼女の作品では，地の文の代

わりに，登場人物の台詞の中で物語が展開していくことが多い．と

りわけ『御者』 Körkarlen (1912)は，対極のモチーフとその超越が，

登場人物，とりわけ死神の馭者による語りによって描き出される．

よって『御者』における登場人物の語りの分析を通して，「仲介者」

としてのラーゲルルーヴについて考察するのが本稿の目的である． 

1 章では，ラーゲルルーヴの語りの特性と研究内容を述べた．続

く 2 章では，彼女の作家としての経歴や作風について述べた．  

3 章では『御者』の作品背景と物語のあらすじを示した．作品の

インスピレーションの元となった小説や北欧の文化的背景などを

紹介した．また，ラーゲルルーヴが手紙の中で，読者に対して「美

しいメッセージ」を重視し，文学作品はあらゆるものを運び込む架

け橋であると綴っていると述べた．ここから，『御者』は作者ラー

ゲルルーヴが「美しいメッセージ」を読者に伝えるために描かれた

作品であると読み取れることを示した．  

4 章では『御者』における語りを行う登場人物を「語り部」と定

め，登場人物の語りを分析した．それに先立って，4.1 節では，3 人

の登場人物のキャラクター性を分析し，それぞれの登場人物の持つ

役割について述べた．  

まず，主人公ダヴィッド・ホルムの持つ役割を分析した．彼は酒

浸りの落ちぶれた男で，妻への大きな憎しみを抱えた悪人として描

かれる．しかし，それは生前のゲオルクがダヴィッドを酒浸りの生

活へ誘い込んだことに起因する．よって，ダヴィッドが生来からの

悪人ではないことを述べた .また，致命傷を受け倒れたダヴィッド

の魂は肉体から抜け出し，「見えないもの」として「語り部」の語
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りを静観していることに言及し，彼が「語り部」と聞き手に認識さ

れない傍聴者という役割を持つと考察した．さらにダヴィッドを俯

瞰するのが読者であるという語りの構造に着目する．物語序盤は

「語り部」によってダヴィッドの過去が語られ，読者だけが新しい

情報を受け取る．つまり，両者の認識に違いがあるといえる．物語

が進むにつれて，両者は同時に新しい事実を認識してゆく．このよ

うな語りの構造により，ラーゲルルーヴはダヴィッドと読者を「姿

の見えない聞き手の一人」として徐々に同化させていると考察した． 

次に，シスター・エーディットの持つ役割を分析した．彼女はダ

ヴィッドと対照的な「善」なる存在である．一方，彼女がホルム夫

妻を引き合わせたことでダヴィッドの妻を不幸に陥れてしまい，妻

子がいるダヴィッドを愛していることに言及し，エーディットが完

全な善人として描かれていないことを示した．またシスターとして

「救済する者」であったエーディットは，魂を解放されることで「救

済される者」になったといえる．このように，物語の中で，対極の

モチーフの垣根を移動するというエーディットの役割を見出した． 

最後に，死神の馭者・ゲオルクの持つ役割を分析した．彼は死神

の馭者として魂を解き放つだけでなく，『御者』という物語の全知

の語り手であることを示した．彼は物語の一登場人物が知り得ない

はずの，他の登場人物の心情を把握している．よって，ゲオルクは

この物語のいわば神の視点を持つラーゲルルーヴと重なる部分を

持つ存在で，作者の言葉を代弁していると考察した．  

続く 4.2 節では，物語で重要な位置を占めているゲオルクの語り

の場面に焦点を当て，彼の語りが物語をどのように動かしているの

かを分析した．これまでの作品分析を踏まえて，物語終盤でゲオル

クがダヴィッドに託した言葉は，ラーゲルルーヴがこの物語を通し

て読者に向けたメッセージと同一であると述べた．  

5 章ではこれまでのまとめを述べた．『御者』は，登場人物による

語りの構造をとることで，作品自体が読者と作者を繋ぐ架け橋とし

て機能する作品であると位置付けた．以上から，対極のモチーフや

物事の持つ二面性の探究の中でそれら両方を受容し，その境界の超

越を描くというラーゲルルーヴの語りの特性を，「仲介者」と見な

すことができると結論付けた．   

6 章では，ラーゲルルーヴがこの作品を通して伝えたメッセージ

についての筆者の解釈を述べ，本稿のまとめとした．  
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